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つらつら椿







このお話は完全なフィクションです。

モデルとなる特定の人物、場所はありません。

疾患も典型的な病型とは違うように記載しています。

ご理解の上、ご了承下さいませ。
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　うらうらと柔らかな光が川面を照らしている。

　両岸の土手には薄い緑の草が芽吹き、春の兆しが見えはじめた淀川、そのゆったりした流れを遡って船は伏見へ向かっていた。

　通常、京と大坂間を船で往来する人は三十石船さんじゅっこくぶねを使うが、この船は大坂は道修町どしょうまちの薬種問屋「奈緒利屋なおりや」が長崎からの唐薬種を京へ運ぶために仕立てているものだ。

　いつもなら手代の英吉と丁稚の松蔵だけで運ぶのだが、今日は珍しく若旦那の直田誠太郎が乗り込んでいる。

「あ、伊純いすみ先生、寝てしまわはりましたわ」

　丁稚の松蔵が小さな声で若旦那に言った。

「おやおや……さぞかしお疲れやったんやろ。これ、英吉、何か掛けるもんはないか。風邪ひかはらへんやろか」

　若旦那の心配声に手代の英吉はするりとお仕着せの羽織を脱いで、荷物の箱にもたれて眠り込んでいる医師の宝生伊純ほうしょういすみに掛けた。

「昔から役者絵のようなお人どしたけど、ほんま、きれいなお顔してはりますなあ」

  松蔵が呟いた。

「松蔵どんは宝生先生のこと、よう知ってんるんか」

　英吉が言うと、松蔵はへえ、と頷いた。

　誠太郎が聞きたそうな顔をしているので、松蔵は問わず語りに話し始めた。

「わてが奈緒利屋さまへ奉公に上がらせてもろたんが十の時どす。ちょうど同じ時期に伊純先生は長崎にお勉強に行かはりました。もう、五年経ちますんやなあ……。わては、それまで京の蛸薬師いうところにおりました。すぐ近くの室町通に宝生庵……伊純先生のお父はんがお医者をしてはります。わての母親が言うてましたけど、宝生先生んとこは、お祖父はんもお医者やったそうどす」

　松蔵はくすっと笑って続けた。

「ほんまかどうかわかりまへんけど、ずうっと前の合戦の時からや、いうて聞きました。そやから、お武家さまやお公家さまのお屋敷からも病人が出た時にお迎えが来はるんどす。お屋敷付きの御医師の先生もぎょうさんおいでなはるんどすけど……」

「それだけ腕がおありや、いうことでっしゃろな。松蔵どん、言葉が京のもんに戻ってまっせ。若旦那わかだんさんの前ですさかい、気ぃつけなはれ」

　英吉がやんわりと注意した。

「英吉、よろし。松蔵かて、京の話をするときくらいはつい出てしまいますやろ」

　誠太郎は鷹揚に言い、続きを、と目で促した。

「へえ、お父はんの宝生先生は、えらいお人ばかりやのうて、わてらみたいな町人もちゃぁんと診てくれはるんどす。貧乏人が診察料も薬料も払われへんときでも、後でよろしおす、いうて診てくれはるんどす。それで長屋の人らがどんだけ助かったかわかりまへん」

　松蔵は少しうつむき加減で言った。

「わての仲良しの次郎のお父はんも死にかけた時に助けてもろたんどす。次郎んとこは小さい子どもが六人もおって、お父はんがいやはらへんようになったら、一家で首くくらなあかんとこどした。宝生先生のお内儀さんもお米やら何やらを届けてくれはりました。いま考えたら、なんぼお武家さまの病人診ることがある言うたかて、町医者どす。貧乏な病人の方が多かったはずどす。先生とこかて大変やったんかもしれまへん」

　松蔵はそっと伊純の寝顔を見た。

「伊純はん……伊純先生も学問所でずっと勉学に励んではりました。伊純先生はいつも輝十郎きじゅうろうさまと充彦みつひこはんというお友達とご一緒に学問所へ通われてました。お三人ともお顔だちがようて、わてら子どもから見ても役者はんのようやといつも言うてたくらいどす。元服されてしばらくして、伊純先生は長崎へ勉学に行かれました。……こないに立派なお医者さまになって帰って来はったんどすなあ」

「腕の方は富士吉で保証されましたな」

　満足そうに誠太郎が言った。

　昨日、奈緒利屋の番頭のひとり、富士吉が伊純に助けられたのだ。

　松蔵が改まったように正座し直し、誠太郎と英吉の前に手をついた。

「若旦那わかだんさん、英吉はん。わて、奈緒利屋に奉公させてもろて、ありがたいと思てます。このごろ、お店の近くのお医者の先生に薬のお届けするようになって、先生達が治療に薬使たはるとこ見て、薬がほんまに大事な物なんや……て、よう思うんどす。わて、これからもっと勉強して、もっともっと薬のことが分かるようにします。薬をお医者の先生方に……病人の役に立ってもらえるようになりたいんどす。英吉さんのように煎じ薬を作れるようになりたいんどす。若旦那さん、英吉さん、わてを末永う奈緒利屋におらせてください。よろしゅうお頼み申します」

　深々と頭を下げる松蔵に、誠太郎は優しい声を出した。

「松蔵、ええ心がけやなあ。頑張りなはれや」

　声はいかにも優しげだが、目つきは醒めていた。松蔵はそれに気づかず、若旦那の励ましに胸を熱くしていた。

「へえ、おおきに」

　そのやりとりを英吉は黙って見ていた。

　なるほど、最近の松蔵の頑張りようはそのせいだったか、と合点がいった。英吉は店でも薬の調合にかけては腕がいいと評判だった。このごろ調合していると、必ず松蔵がじっと手元を見ており、覚えようとしているのを感じていたからだ。

　一方、若旦那の今のしらけた表情にも気が付いていた。丁稚の松蔵がけなげな決意で一生懸命奉公に精を出すと言っているのに、せめて心の内にしまっておくくらいしてほしいと思った。

　現在の店主旦那が隠居するにはまだ間があるが、いずれはこの誠太郎が主人になる。その時、自分は二番番頭くらいにはなっているだろうし、松蔵はおそらく手代だろうか。今の旦那と同じ懐の深さが若旦那にはあるだろうか……英吉は胸の中で考えていた。

　そもそも、若旦那がこの船に乗っていることが英吉には信じられない。

　若旦那は普段でもあまり仕事に熱心ではなく、二十七歳の英吉から見て、二つ年下の彼はどこか浮ついたところがある。

　道修町は薬種問屋が集中してあり、近所の若旦那衆と何かと集まっては出歩いていることが多い。

　そんな若旦那が、今朝になって急に一緒に京に行くと言い出したのだ。

　店を出発する時、旦那と大番頭の二人がかりに若旦那から目を放すな、若旦那が外を出歩く時は付いて歩け、ときつく言い含められた。

  そういえば、京の出店の近くには芝居小屋がある。今までにも若旦那は役者や芸者に入れあげたことがある。旦那と大番頭はそういったことを心配しているのかもしれない。

　予期せぬ若旦那の行動がないことを祈りつつ、英吉は京へ着いてからの荷物の段取りを頭で組み立てていた。
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　医者の宝生伊純が五年間の長崎遊学を終え、大坂の港に着いた途端のことだった。

　大坂、京を淀川で結ぶ三十石船に乗らず、歩いて京まで帰るつもりなので、手甲に脚絆の旅姿だ。大きな荷は先に京へ送っており、今は書物と手術用の小刀などの大切なものだけ振り分け荷物にしていた。

　船から下りようとしていた時、大きな音と叫び声が響き渡った。

　突風にあおられて、荷下ろししていた人足の手元が狂い、大箱が滑り落ちて、人が下敷きになったのだ。

　伊純は急いで船から飛び降りた。

　人をかき分けて前へ進んだ。ちょうど大箱が十人がかりでどけられる瞬間だった。倒れた男の身体半分が大箱の下になっていた。

「待っとくれやす！」大声で言い、荷物を放り出し、箱の下に身体を滑り込ませた。

「なんや！」人足達が声を荒げた。

「すんまへん！　急にどけたら、きっとこのお人、血が噴き出します。わたしが押さえますから、お願いします」

　人足達は一瞬訝しげな顔をしたが、かけ声をかけて、箱を持ち上げた。

　箱が動くと同時に伊純は手巾を倒れている男の肩の部分に押し当てた。

「ぐああっ！」

　男が叫び、身体を捩った。急に血が流れるようになったので、痛みが出たのだ。

　伊純の手巾と手甲がどんどん赤く染まってゆく。伊純は男の脚がばたついているのを見て、少し安心した。少なくとも脚の骨は折れていない。

「あんた、何やねん？」

　人足頭の男が聞いた。

「医者どす。誰か、酒、持ってはりまへんか！　人足はんの休息所にあらしまへんか？」

「酒か？　おお、あるで」

　聞いていた人足の一人が走り出した。

「あと、湯！　湯ははないですやろか」

　伊純は片手で傷の部分を抑えながら、器用にもう一方の手で男の着物をはだけさせている。

「湯って風呂かいな」

「ちがいます。煮立った湯どす。盥たらいもあればええんですけど」

「おう、それやったら、火鉢があっちに……」

「よし、ほなら、このお人、そちらに運びまひょ。荷車を貸しとくれやす」

　言いながら、伊純は男のあちこちを触り、反応を確かめている。

　見目麗しい若い男が、血まみれになるのもいとわず、てきぱきと動く様子に人足頭は絡む相手ではないと判断し、協力することにした。

　人足達に合図し、荷車に男を乗せ休息所へ運んだ。伊純は傷を押さえながら小走りで横に沿っている。

　伊純が放り出した振り分け荷物を持って、商人風の男がついていった。

「あんさん、お医者さんだすか？　わて、薬種仲買の浦沢屋三次と申します。下敷きにならはったお人は唐薬問屋「奈緒利屋」の番頭、富士吉っぁんだす」

　荷車を追いかけて早足で歩きながら男は言った。

「そうどすか。三次はん、すんまへんけど、ちょっと手伝うておくれやす」

「普段、港にはわしらのような仲買人しか来ぃしまへんのやけど、今度の荷ぃはちょっと特別やったさかい、問屋さんにも来てもろたんですわ……それがこないなことになって……」

　三次は誰にともなくおろおろと言い訳のようにひとりで喋っている。

　血で染まった手甲を外し、井戸で手を洗うと、振り分け荷物を解いた。中から小刀や針をいくつか出して、借りた鍋に湯を入れて火鉢にかけた。

　既に着物は血で汚れていたが、襷掛けをして十徳（白衣のような物）を羽織った。十徳だけは他の荷物と一緒に送る気がせず、小刀と一緒に持ち歩いていたのだ。

「ここには問屋さんが集まっておいやすのやな」

「へえ」

「ほんなら、木綿問屋はんと糸屋はんを探して、晒さらしと絹糸を分けてもろて来ておくれやす」

「木綿屋と糸屋の荷物なら、隣の蔵や。俺が一緒に行ったろ」

　人足頭が三次を連れて走った。

　荷物の中から小さな薬籠やくろうを取り出し、煎じ薬を白湯で一服、富士吉に飲ませた。長崎で手に入れた貴重で大事な薬だった。しかし、惜しいと思うほど迷っている暇はなかった。

「富士吉さん、かなり痛おすけど、堪忍やで。我慢しとくれやす」

　傷にどぼどぼと酒をかけて洗うと、富士吉は強烈な叫び声を上げた。周囲で見ている人足達が一緒に顔をしかめている。

　改めて伊純が傷を確認する。左肩から腕にかけてざっくりと深く切れており、骨が見えている。骨に傷がついてはいるが、折れたり砕けてはいない様子だ。

「何事じゃ！」

　大声で人足達を退かせて荷改めの吟味方役人がやってきた。

「唐薬問屋の番頭さんが大箱の下敷きにならはったんですわ。えらい血ぃが出ての大けがです」

　見物人の中から、どこかの問屋らしい商人が答えた。

　役人は唸っている富士吉を見たのち、訝しげな目で伊純を見た。

「わたしは京の医者、宝生伊純と申します。五年間の長崎での勉強を終え、先ほど着いたところでございます。船を降りようとしたところ、目の前での大怪我。放って知らぬ顔はできませぬ。この近くに町医者はあるでしょうが、運んでいる間はないと判断しました。お役人様のお許しを得ず、申し訳ござりませぬ」

　伊純は武家相手の言葉に換え、総髪の頭を下げた。

「うむ……」

　役人はまだ疑わしそうな表情だった。

「わたしのことでございましたら、京の西町奉行所の有岡様に訊いてくださりませ」

「有岡……例繰方与力の有岡輝右衛門殿か！」

「おお、ご存じでしたか！」

「わかった。後ほど調べることにいたそう。それで、そなたは今からその者に何をするつもりじゃ」

「このままにしてはおけませぬ。せめて傷を縫い合わす手当だけでもしないと、命にも関わります。この場をお借りしてもよろしゅうございますか」

　物言いこそ下手には出ているが、伊純は有無を言わせぬ気を漂わせていた。







　人足の休息所がにわか手術場となっていた。

　荷の上げ下ろしやそれらを運ぶ仕事があるにもかかわらず、人足達や各種仲買人のみならず、騒ぎを聞きつけた回船問屋の手代たちまでがのぞきに来ている。

「下がれ！　下がれ！　治療の邪魔じゃ。さっさと仕事に戻られい！」

　先ほどの役人が人員整理に当たっていた。医者だと名乗るこの男が西町奉行所与力、有岡の縁者という以上、つまらぬ扱いはできなかった。何より、有岡輝右衛門は稀代の例繰方として大坂の奉行所にまで名が轟いているほどの人物だった。

　伊純は煮沸した小刀と針、絹糸を並べ、改めて傷を見た。鋭利な刀傷と違い、傷口がずたずただった。

　伊純はすっと息を吸った。

　小刀で創面をきれいに作り直し、ぐいと引っ張り合わせ、絹糸と曲針で縫合した。

  華岡処方の全身麻酔薬は効くまでに時間がかかるため、伊純は長崎で作って持っていた薬を使用していた。血止めの効果はあるのだが、痛みを止める効果は少ない。

　富士吉は、あまりの痛さに叫ぶ元気もなく、ひいひいとかすれた声で涙を流して耐えていた。

　最後の糸を小刀で切り、伊純は傷口をきれいに拭いてやりながら言った。

「よう頑張らはりました。骨までの傷どす。悪ければ腕を切り落とさななりまへん。うまいこといったら、また少々不自由は残らはるやろけど、また使えるようになります」

　ぐるぐるときつめに晒を巻いて止めると、富士吉は「おおきに……ありがとうさんでございます……」と呟き、張り詰めていた気を解いて、ぐったりと眠りに落ちた。

「……死なはったんやろか……？」

　見物人の中から声が漏れた。

　助手代わりの三次がきっと睨み、きつい口調で言った。

「違います！　富士吉っぁんは手術の間、ずっと起きてはりました。終わるまで、しゃんとしてはって、きちんと先生にお礼を言わはってから、眠らはったんや。さすが奈緒利屋はんの番頭さんだけあります」

「うむ、わしがしかと見届けた。見上げた性根じゃ。男子たるもの、ああでなくてはいかん」

　役人も一緒になって富士吉を誉めた。

  人々が感心している横で、伊純は黙って後片付けをはじめた。

「ああ、先生、そんなんわてらがやりますさかい、ちいっと休みなはれ」

　人足や他の問屋たちが口々に言い、伊純に茶を入れた。

「ありがとうさんどす。これだけは自分でやります」

　伊純は井戸で小刀を洗い、また鍋を借りて煮沸した。

　その間に、三次は薬種仲買人に戻り、荷物の手続きをしに行った。

　しばらくして帰ってきて、伊純に尋ねた。

「先生、富士吉っぁん、どないしまひょ？　店まで連れて帰るのに、駕籠がええですかね」

「ああ、そうどすなあ……荷車を一台借りられまへんやろか。戸板では道修町までは無理どすやろ」

「へえ、ほなら、そないします。先生は駕籠がよろしやろか？」

「いや、わたしは歩いて京まで……」

「ええっ！　何を言うてはりますのや！　そのまま先生をお返ししたら、わてが奈緒利屋はんからきつう怒られますわ。すんまへんけど、一緒に来とくれやす」

　お互いに困り顔の伊純と三次に役人が割って入った。

「怪我人を店まで見届けるがよい。わしの馬に乗せてしんぜよう」

「いえ……わたしは……」

「怪我人が気にならぬのか？」

「なります。本来なら動かさず、二、三日は状態を見なければなりません。されど、わたしもそれほど大坂に逗留する訳には参りません。しかし、このお方をこのままにもしておけません。……ならば、こうしましょう！　駕籠は大げさ、荷車をわたしが引いて参りましょう」

　伊純が名案、といった風に明るく笑うと、三次は泣きそうな顔で役人を見た。

「先生、この者が困っておるではないか。遠慮せずに馬に乗って参られよ。これ、荷車を持って参れ」

　役人は采配を振るった。伊純を自分の前に乗せ、三次は薬の荷車に付き添い、手の空いた人足が富士吉を寝かせたまま荷車に乗せて道修町まで進んだ。
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　薬種問屋「奈緒利屋」は大騒ぎだった。

　通常でさえ、荷物が入ると、大番頭がそれを改め、二番番頭以下、手代、丁稚が総出でそれを蔵に運び、主人は吟味して取引を行う。今回は長崎からの特別な荷物のため、三番番頭の富士吉が港まで行っていたのだった。

　富士吉の乗った荷車を、荷物と一緒に店表につけようとしたのを伊純が止めた。

「裏へ回りまひょ。店表に病人をつけたら、お店たなが騒がしゅうなります」

　言うが早いか、役人と一緒に乗っていた馬から降り、自ら車を先導した。

　裏でおとないを告げると井戸で洗濯をしていた女衆が戸を開けた。

「なんですやろ……？　ひゃああ！　富士吉っぁん！」

　その声にお内儀が障子から顔を覗かせた。

「ごりょうんさん！　富士吉っぁんが、えらいことに！」

　お内儀の反応は早かった。

　すぐに富士吉を中へ運ばせ、同時に台所から湯と盥を用意させている。

　お内儀は、役人と伊純を座敷へ招き、人足を気楽にできる使用人部屋で休ませ、もう食事の支度を女中に指示していた。

「ほんまにおおきに、ありがとうさんでした」

　伊純が挨拶もそこそこに富士吉を診ている間に、役人が内儀に詳細を説明した。

　そこへ、主人がやってきて、深々と頭を下げた。

　既に薬種仲買の浦沢屋三次から全容を聞いていた。

「店のことまで気ぃ使うてくれはって、裏に回ってくれはったんですてなあ。ほんまにありがたいことです」

「うむ、わしもこの先生の機転には感心しきりじゃ。港での手術も驚くばかりだった」

「お役人様にもご迷惑をおかけいたしました」

　その先を言葉にせず、主人は袱紗包みを役人が懐に入れやすい位置に置いた。

　余計なやりとりをしないように配慮した、袖の下を渡すことを心得ている大店おおだなの主人ならではの技だった。

　役人は軽く頭を下げ、同じように無言でそれをするりと納めた。表情で感謝を伝え、主人も了解した。

　伊純が戻ってきた。

「ご挨拶が遅れまして申し訳ございません。宝生伊純と申します。勝手ながら富士吉さんの治療をいたしました。ご主人のお許しも得ず、失礼なことでございます」

「何をお言いやすのや。手前の番頭がこんなにお世話になりまして、こちらがなんぼ御礼を申し上げても足りないくらいです」

「そんな。こちらの様な大店どしたら、お近くにかかりつけの医者がいてはりますやろに、出過ぎたことを致しました」

「すぐそこの富乃庵の先生にいつもはお願いしとります」

「そうどすか。なら、今後はその先生にお任せしたら心強おすな。富士吉さんは四、五日は熱が出ると思います。あんじょうお頼申します」

　伊純は丁寧に頭を下げ、それでは、といった仕草で立ち上がった。主人は驚いて尋ねた。

「せ、先生、どこに行かはりますのや」

「京へ帰ります。今から出て夜通し歩けば、夜明け前には着きますやろ」

　役人が呆れた顔をした。

「宝生先生、三十石船さんじゅっこくぶねの夜便があるだろう。わしも帰るついでじゃ。八軒家はっけんやの船着き場まで送ってしんぜよう」

「わたしは路銀を全て蘭学の書物と薬を買うのに使ってしまいました。ですから、歩いて帰ります。なあに、大丈夫でございます」

　伊純がけろりと言って笑うのに、ぎょっとした主人は言い聞かせるように話した。

「宝生先生、恩ある先生を歩いて帰らせたりしたら、この奈緒利屋、末代までの恥になります。お願いでございます。どうぞ今日はうちにお泊まりやして、明朝、奈緒利屋の船で京までお送りさせておくれやす。うちも京へ荷物を運ぶんですさかい、ええ船ではございませんが、どうぞ、どうぞそないしておくれやす」

「おお、それは良い考えじゃ。宝生先生、そうされるがよい。それにしても路銀までも書物にのう……感心なことよ」

「お恥ずかしい限りでございます。しかし、船に乗せて頂くのは、ご迷惑かと」

「主人が良いと申しておる。気持ちを汲んでやりなされ」

　役人が言うと、主人は笑みを浮かべて頷いた。

　伊純が遠慮がちに了承したのを機に、役人は別れを告げて去って行った。







　役人と入れ替わりに帰ってきたのが若旦那の誠太郎だった。

「お父はん、富士吉が怪我した言うて店の者もんが騒いどりましたけど、どないしたん……ですか」

　不機嫌そうに言いながら襖を開け、中に伊純が座っているのを見て声がしりすぼみになった。

「なんです、行儀の悪い。こちら、お医者の宝生先生。港で富士吉を手術してくれはったんです。お前もちゃんと御礼を言いなはれ」

　主人は息子を睨んだ。

「それはえらいお世話をおかけいたしました。ありがとうさんでございます。わては息子の直田誠太郎と申します。お見知り置きくださりませ」

　誠太郎は頭を下げた。

「宝生伊純ほうしょういすみと申します」

　短く挨拶を返す伊純を誠太郎はしげしげと眺めた。

　役者のような麗しい姿ながら、彼らのようにすれた気は漂わせず、清々しい目をしている。総髪は黒々とつややかだ。いままでに遊んだどんな役者や若衆にもないうつくしさがあった。

「……なにか？」

　誠太郎があまりに見つめるので、伊純は首を傾げた。

「あ、いや、失礼いたしました。失礼ついでにお伺いしますが、そのお召し物は、そういう柄でしょうか」

「え？　……ああ、これ。これは十徳を着る前についたものどす」

　伊純は「血」という言葉を避けて答えた。富士吉の血が胸元から袖にかけて飛び散っており、乾いたものが妙な柄となって浮かび上がっていた。

「そら、気ぃつきまへんで、えらいことしました。先生、風呂屋はどうだす？　ご案内しますよって、行かはりまへんか。お召し物はすぐに用意させます。なあ、お父はん？」

「そうですな。先生、風呂屋へ行ってきておくれやす。その間に夕餉の支度ができますやろ」

　伊純が遠慮するだろうと先回りして、主人は女中を呼んだ。

「着替えは持っております。ご心配なく。この姿、うかつでございました。風呂屋へ行かせていただきます。それくらいのお代は持っておりますので、お気づかいなく」

　伊純は茶目っ気たっぷりに笑って主人に返した。

　主人も気を悪くすることなく、これはしたり、と額をたたいてみせた。

　風呂屋へ行く前に、伊純はもう一度富士吉の様子を診た。

　誠太郎は一緒に風呂屋へ行って、背中を流す名目で身体に触れてやろうと目論んでいたが、旦那である父親に仕事を言いつけられてしまった。
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「飯くらわんかー　餅くらわんかー」

　奈緒利屋の船に小舟が寄ってきて、長い棒の先に鈎で椀を引っかけたものを突き出して、さかんに男たちが叫ぶ。

「さあさあ、皆々起きくされぇー！　飯くらわんかー！　酒くらわんかー！」

　大坂と京のちょうど中間地点の枚方ひらかたにさしかかると、小舟に鍋釜を積んで調理したものを三十石船の客に売る「くらわんか船」だ。

「ん……」

「ああ、先生が起きてしまわはった」

　丁稚の松蔵がくらわんか船をちらりと睨んだ。

「すみません……寝てしまいました……」

　まだ眠そうな顔で伊純が謝った。

「よろしおす。先生はお疲れや。どうですか、くらわんか船がおりますよって、なんぞ食べはりますか？」

　奈緒利屋の若旦那の誠太郎が笑顔で聞いた。

「くらわんか……ここは枚方どすか……」

「へえ、ちょうど半分まで来ました。先生、まだまだ寝てはっても構いませんで」

　誠太郎の申し出に伊純は子どものように頷いて、すうっとまた夢の中に戻っていった。どうやら、今、起きたのも夢の続きだったらしい。

「夕べはほとんど寝てはりませんからねえ」

　手代の英吉も気の毒そうに言った。

　昨日、伊純は風呂屋から帰ると、奈緒利屋かかりつけの医者、富乃庵と連絡を取り、怪我人の富士吉に処置を説明して後を頼んだ。

　伊純が富士吉に使った薬は、南蛮渡来の新しい処方だった。富乃庵も奈緒利屋も初めて見る薬だったため、伊純は材料を店から借り、今後使いやすいようにと新たに煎じて作り置きまでしたのだった。

　英吉は手伝いながら、煎じ薬の処方量を教えて貰った。

　長年、薬の調合を担っている英吉から見ても、伊純の手際は良く、器用に生薬を削ったり、細かく刻んだり、職人のようだった。

　紙に処方を書き付けて教えてくれているのを、英吉は不思議に思った。

「宝生先生、ええんですか？　そないに簡単に教えていただいて……。このお薬は先生が長い間かかって長崎で習得して来はったものでっしゃろ？　そないに貴重な処方、普通の医者やったら絶対に人には教えはらへんのと違いますやろか」

　ほんの一瞬、心に浮かんだことを即座に消去し、伊純は真面目な顔で言った。

「ええんどす。薬は病人のためにあるものどす。これで治らはるお人が増えはったら、ええと思わはりまへんか？　医者が勝手に独り占めしたらあきまへん」

「勿体ないことでございます」

　英吉は思わず畳に手をついて頭を下げた。本気でそう思ったからだった。

　それから、伊純は広間に寝床を用意されていたのを使わず、富士吉のそばに一晩中付き添ったのだった。

　京まで淀川を遡るために半日かかる。そのため、出発は朝六つ半と奈緒利屋では決めていた。

　早朝、女中が井戸へ行くと、もう井戸端ですっかり着替えを済ませた伊純が塗り薬を作っていた。

　女中はおずおずと声を掛けた。

「おはようさんでございます。……先生、ひょっとして、ずぅっと起きてはったんだすか？」

「ああ、おはようさんどす」

　女中が水を汲み上げるのを伊純が手伝った。伊純のすっきりとした姿が夜明け前の薄闇のなかでも輝くように見える。女中はちょっと得をした気分だった。

「おおきに。いま、覗いてきましたけど、富士吉っぁんも昨日より穏やかな顔してりますなあ。ありがたいことでございます。先生、今、熱いおぶう煎れてきますわな。京まで長い時間かかりますさかい、朝餉もしっかり食べていっておくれやすな。お弁当もうんとおいしいのん、こさえますよって」

　張り切った調子で彼女は水を運んだ。







　大坂から京の伏見までは川の流れに逆らうため、岸の決まった位置に曳き手の人足がおり、乗組員かこと一緒に船を曳いて進む。

　船が揺れるたびに若旦那はぶつぶつと文句を言うが、英吉と松蔵は慣れたものでうまく揺れを回避していた。

　昼飯のために伊純を起こし、皆で弁当を食べると、今度は伊純が元気を取り戻し、若旦那が眠り始めた。

　丁稚の松蔵も眠そうな顔をしていたが、伊純と久しぶりに会えた嬉しさで、懸命に色々な話をしていた。

「へえ……ほな、二条通に奈緒利屋はんの出店があるんどすか。ちいとも知りまへんどしたなあ」

「三年前に出さはったんどす。大番頭やった安次郎はんが、のれん分けして貰わはったんどす」

「そやったんか。そら、わたしは知らへんわなあ」

　伊純が言うと、松蔵と英吉が「どうぞごひいきに」と声を揃え、皆で笑った。

　夕刻、伏見に着くと、そこから高瀬川に入り、また人足たちに曳かれて船は二条まで進んだ。

　二条に着いたのは五つ半（夜九時）を回る頃で、早速、人足と共に松蔵と英吉が荷下ろしをしはじめた。

　奈緒利屋の出店からも人足が来ており、荷車にどんどん薬を載せていた。

「英吉さん、松蔵どん、手伝わんですまぬことです。若旦那様、お世話になりました。旦那様にもどうぞよろしゅうお伝え下さいませ」

　伊純が丁寧に挨拶すると、若旦那の誠太郎は一緒に付いて行きたい気持ちを押し隠し、愛想良く別れを告げた。







　懐かしい風景が目の前に広がる。この角を曲がれば、家だ。伊純は自然と早足になった。

　角を曲がった途端、家の前に煌々と明かりが灯っていた。

　おそらく今は四つ（夜十時）くらいだろう。この時間に自分の家の前が明るいのは、どこかから病人が運ばれてきた時だ。

　伊純はそっと裏口へ回った。大声で痛みを訴える声を聞きながら台所から入ると、女中のお種が目を丸くした。

「しーっ」伊純は人差し指を口にあて、小声で聞いた。

「急病人？」

　お種も声を潜めた。伊純はもう手甲と脚絆を取り始めていた。

「怪我人どす。刃傷沙汰どすわ。なんでも好いた女子はんを取り合うたやらなんたらで、刺し合いにならはって、止めに入ったお人も切られて、三人いっぺんに運ばれて来はったんどすわ。お奉行所がらみどすって」

　説明しながら、お種は湯を盥に開けるよう伊純に頼み、隅に畳んであった洗濯物の中から十徳を差し出して、にっと笑った。

「長崎仕込みの腕の見せ所どすな」

「お種はんにはかなわしまへんなあ」

　伊純も笑って十徳を羽織り、治療場の襖を開けた。

　父の嘉純よしずみが一人の男の腹を縫っていた。母のかな江が他の二人が騒ぐのをなだめている。 かな江は小太刀の名手で、少々の刀傷くらいでは怯まなかった。活発な明るさをきりりとした目鼻立ちに備えており、「お静かになさいませ！」と一喝していた。

　もう一人、きちんとした身なりの男がいた。西町奉行所与力の有岡輝右衛門ありおかきえもんだった。

　伊純は黙って手を付いて頭を下げ、すっと母の側から傷の大きそうな一人を引き取った。

　父も母も有岡も目だけで微笑んだ。

　お種が外科器具を一揃え用意し、伊純はそのまま男の傷を縫合した。もう一人も伊純が処置をし、その間に父が薬を調合して、怪我人たちに飲ませた。

　全てが終わって、改めて伊純が両親に挨拶したのは、もう夜が明けようかという頃だった。

　疲労の中にも父母は嬉しそうに伊純を労った。

　横で有岡が膝を崩して笑っている。有岡の妻さな江は、伊純の母かな江の姉だった。かな江は武家の娘だったが、医者の嘉純に恋心を募らせ、半ば押し掛け女房で輿入れしたのである。

　先ほどの患者は、奉行所の与力見習同士で、表沙汰にするとその者のみならず、家自体にに多大な罰が下される。少しでもそれを軽くしてやろうという有岡の心遣いで連れてこられたものだった。

「伊純……いや、もう伊純先生か。よくぞ無事に帰って参られた。立派な医者になられたようじゃ」

　親子が頭を下げると、有岡は悪戯っぽく言った。

「聞いておるぞ。帰って来るなり大坂でも大活躍だったようだの」

「……なぜ、ご存じで」

　伊純が上目遣いでばつの悪そうな顔をした。

「ははっ、そのような顔をするでない。土岐殿がただ者ではない腕だと、たいそう褒めておられた」

「土岐殿……？」

　親子で顔を見合わせると、有岡はくすくす笑った。

「そなた、名前も聞かなかったそうじゃの」

「え……、あ、港のお役人様でございますか！」

「そうじゃ。あの方は俺の友人が学問所で教えておった弟子でのう。なかなか出来のいい男じゃ。土岐殿がそなたの身元を問い合わせて参った。たいそうな褒め言葉つきでのう。書状を読んでおって俺も鼻が高かったぞ」

「あ……いや……お恥ずかしゅうございます……」

　伊純が言葉を濁すと、有岡は嘉純とかな江に大坂で伊純が手術したことを説明した。

「まあ……！　あなたという子は！」

「無茶なことをやりよるわい」

　嘉純とかな江はそういいながらも息子の成長を嬉しく思うのか、顔がほころんでいる。

「わざわざ長崎まで本道（内科）を学びに行ったというのに、いきなり外科治療をやらかすとは……」

　嘉純が言うと、有岡が大笑いして返した。

「嘉純先生も本道の医者ではござらぬか。先ほどの腕は見事でござったと思うがのう？」

「あれは、有岡様が連れてこられた患者。出来ないなどとは申せません」

　嘉純は苦笑した。

「さあさあ、皆様、朝餉になさいませ。夜にごちそうをたんと作りますさかい、とりあえず食べはって、一眠りしはったらよろしおす。有岡様もどうぞお召し上がり下さりませ」

　お種が膳の用意をして運んできた。
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　京、二条通りの一角には薬種問屋が多い。

　二条の奈緒利屋では、本店の手代の英吉と丁稚の松蔵が薬の仕分けを手伝っていた。

　この出店は長年、本店の番頭を勤めていたやもめの安次郎が、娘のすず女すずめと一緒に店を切り盛りしていた。丁稚が三人いるだけで、本店の大きさとは比べものにはならないが、唐薬とともに独自に調薬した煎じ薬などが売り物で評判が良かった。

　英吉が書き付けを見ながら、新しい薬の調剤法や効能を安次郎に説明している。

　若旦那の誠太郎は、店奥の座敷ですず女が煎れた茶を飲みながら、思案していた。

　本当はすぐにここを抜け出して、室町通にあるという宝生庵を訪ねて、伊純に会いたいと思っていた。だが、室町通がどの辺になのかさえ見当がつかず、後で松蔵に案内させようと算段した。

　松蔵の実家がすぐ側らしいので、場所さえ分かれば、臨時の藪入りだとでもいって邪魔な松蔵は帰してしまえばいい。そして、あとは伊純と待合茶屋にでも……いやいや、最初は普通の茶屋で京菓子でも、それより料理屋で食事がいいだろうか……などと考えていた。

　一人でニヤニヤと頬を緩ませている若旦那が目の端に入って、英吉は（お願いやから、そこにおとなしく座っていとくなはれ）と祈っていた。
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　宝生伊純は、あらかじめ送って置いた荷物をほどいて片づけると、土産物を持って挨拶回りに出かけた。

　学問所の師範や、顔見知りのところを何軒かのぞき、有岡の家に行くと、下男の達吉が涙ぐんだ。

「お帰りやす。ようようご無事で。お背ぃも伸びはって、立派にならはりましたなあ」

「達じいも元気そうで何よりやなあ」

　幼い頃からよく面倒を見て貰った達吉は、五年の間にすっかり老け込んでいた。

　二人の会話が聞こえたのだろう、さな江が出てきた。

「伊純さん、お帰りなさいませ。旦那様からうかがっておりましたが、お顔つきも大人びて本当に立派になられたこと」

　輝右衛門が大坂でのこと、昨夜のことを全て話していたらしい。伊純は話題を逸らそうと、土産を渡した。

「まあ……なんてきれいなの……」

「びいどろです。五年も長崎にいたのに、小さい物で申し訳ございません。伯母さまには簪、伯父さまと輝十郎きじゅうろうさまには根付けです」

　さな江は簪を光に透かしてみて、にっこりと微笑んだ。

「小さいからこそ、美しさが際立つのです。まあ本当にきれいだこと……嬉しいわ。ありがとうございます」

「輝十郎さまは……お元気でしょうか」

　一番気になっていたことを伊純は尋ねた。

「ええ、お陰様で。今日はお勤めの日ですから、どこかの辻にでも立っているのではないかしら」

　さな江は不満そうに言った。夫である輝右衛門が例繰方与力として、若い与力や同心に法律を教える役目もしているというのに、息子の輝十郎は与力見習いから明けて、外役の見廻りに付いたのをいいことに、自分が町へ出てうろうろしているのだ。そのような役は、町廻りの同心に任せておけばよいものを……と、さな江はため息をついた。

「さようでしたか」

　いかにも輝十郎らしいと笑うわけにもいかず、伊純は一緒に困った顔をして見せた。

「もう二十四にもなろうというのに、縁談に見向きもいたしませぬ」

「はあ……。でも、それは伯母さまのせいでもございますよ」

　伊純が大真面目にさな江を見ると、さな江が首を傾げた。姉妹だけあって、母とよく似た面差しだ。

「伯母さまがお綺麗だからです」

　さな江が目を見開いたのに構わず、伊純はしれっと言ってのけた。

「このように美しいおなごを常日頃見ていたら、外のおなごは目に入りませぬ」

「まあ！　……伊純さん、貴方、長崎で何を学んで来られたのですか」

　軽く睨みながら、さな江が笑っている。

「本当でございますよ。五年前、いえ、わたしの子どもの頃から、伯母さまは少しもお歳を召されないような気がいたします。もし、輝十郎さまが嫁御をとられて、お子でもお生まれになったら、その子は伯母さまにとってお孫さまになるのです。伯母さまに孫！　まだまだお早いです」

　それは伊純の本心でもあった。さな江はただ笑うばかりだった。

　さな江は、静かで凛とした目と色白の肌に乗せており、菊花に知性を持たせたような気高さがある。眉さえ落としていなければ、まだ若妻だといっても通りそうだった。

　さな江の夫、有岡輝右衛門は例繰方だけあって、理知的で男らしい顔立ちをしており、六尺近くのがっしりとした体格だった。

　長崎に発つ五年前、輝十郎は父の輝右衛門に並ぶ背丈で、母譲りの目鼻だちがきりっと引き締まった顔をしていたが、どうなっているだろうか。

　伊純はさな江の目に輝十郎のそれを重ね合わせて思い浮かべた。輝十郎は約束を覚えているだろうか……。縁談に乗って妻を娶る日が来るのだろうか……。







　有岡家を出た伊純は、その足で竹屋町通の森島屋を訪れた。

　竹屋町通には「竹屋町」という特殊技法で織られる裂きれを作る職人が多く住んでおり、森島屋はその機織りの職人をまとめている。また、主人自身も名人と呼ばれる腕前だった。

　森島屋の店先をのぞくと、茶人らしい男が軸を前に唸っていた。

　ちらりと見ると、鶴の文様が金糸と色糸で紗地に縫いで表現されており、素人の伊純の目にも見事な風格を訴えていた。

「素晴らしおすなあ……」

　思わず感嘆の声を上げると、皆が振り向いた。

「あ、ああ、失礼しました」

　首を竦めていると、茶人が微笑んだ。

「あんさんもそう思わはりますか」

「はい。わたしは通人ではございませんので、とんと軸のことは分かりまへんのどすけど……これはほんまに美しゅうございます。鶴の様子になんとも言えん品があるように思います」

　そこにふっと風が吹いた。

「あ、ほら、今のようなわずかな風でも、光の加減が変わります……ああ、きれいどすなあ……」

　伊純は魅了されたように呟いて見つめている。

　役者のように端正な容姿の男が美しい掛軸を眺めている、そのさま自体が絵のようだと茶人も店の者も思った。

「宝生はんにそないに誉めてもろたら、充彦みつひこも喜びますわ」

  森島屋の主人が言うと、伊純ははっと我に返った。

「わっ、申し訳ございません。お客様がおいやすのに。えらいすみませんどした」

「よろしおすなあ。こないに見目のええお人が言いはると、軸も趣が増しますなあ」

　茶人が目を細め、主人にこれを買うことを合図した。

　主人と番頭が客の相手をしている間に、奥からそっと充彦が伊純を手招きした。

「もう……あないに言うたら、聞いてるこっちが恥ずかしやん。おかえり」

「お陰様で無事に帰って参りました。なあ、さっきの軸、みっちゃんが作ったんか。ものすごい腕やないか。ほんまにきれいやった」

　幼なじみの二人は五年前の別れが昨日だったかのように話し始めた。

「これ、お土産にもならへんけど」

　そういって伊純は風呂敷包みを充彦に渡した。

「ありがとう……わあ！ いーちゃん、これ……！」

　中から、とりどりの布が出てきた。

「よう分からへんから、手当たり次第に和蘭や長崎の織物を集めてきたんやけど……どうやろ？　なんぞの役に立つやろか？」

「すごい……役に立つかって？　立つよ！　立つに決まってるやないか！　これは唐染、こっちは佐羅佐染さらさぞめ、天鵞絨びろーど、純子どんす……いーちゃん、すごいわ！　おおきになぁ」

　充彦は夢中で裂きれを手に取っていた。

「宝生はん、お帰りやす。これ、充彦、お茶もお出しせんと」

　主人の森島が座敷に入ってきた。伊純は丁寧に頭を下げた。

「先ほどは失礼しました。お客さんがおいでやのに、お邪魔してしもて」

「気にしはらへんでもよろしおす。おかげさんで充彦の軸が売れましたわ」

　主人は笑い、そして、畳の上に広げられた数々の裂に目をやった。

「ほう……これは……」

「お父はん、いーちゃんのお土産や。すごいやろ」

「ああ、なかなか見られるものやおへん……。あれ、これは、見たことおへんなあ。綴つづれみたいやけど……珍しいもんや」

　主人と充彦が代わるがわる手に取って、裏返したり端を引っ張ったりして、織りの技法を観察している。

「あ、それ……えーと、なんて言うんやったかなぁ。和蘭の座布団みたいなもんに被せてあったんどすわ。ごぶらん、とか何とか言うてはったように思います」

「和蘭の座布団……いーちゃん、そんなええもん、貰てええのやろか」

　充彦が気の毒そうに尋ねた。

「ええんや。和蘭人の医学の先生からいただいた物やけど、わたしは使わへんしなあ。こういうのは、物の価値が分かってるみっちゃんが持ってるんが一番ええんや」

　伊純は女中が運んできた饅頭をぱくりと食べて、翳りのある笑いをごまかした。

　帰る伊純を充彦が店先まで見送りに来た。

「みっちゃん、いつも手紙ありがとうな。まめに知らせを貰うて、ほんまに嬉しかったんや」

「そんなん……。俺、なぁんも大したこと書いてへんから」

「いいや、京の季節の移り変わりとか、すごい慰めになったんやで。とうとう一回も手紙くれへんかった誰かさんとは、えらい違いや」

「あはは、輝十郎はん、結局、手紙書きはらへんかったんや。あのお人らしいやん。いーちゃん、帰ってきてから、会おうた？」

「まだ、会うてへん」

「まあ、すぐに顔出さはるやろ。背ぇ高いから、その辺歩いてはっても目立つ目立つ。町廻りの同心さんと本人さんはうまいこと隠れてはるつもりやろけど……」

　充彦はその様子をおかしげに話した。
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　二条新町にある小さな菓子屋「津留屋」の「はるか」は、花の形に丸められたうす紅色の餅の中に白餡が入っており、奈緒利屋若旦那の誠太郎はこれが好物だった。

　誠太郎が京の出店に姿を現したのは二年ぶりだったが、前回、「はるか」を気に入ったと何個も食べたのを、店主の娘、すず女は覚えていて、買ってきたのだった。

「これ、ほんまに美味しいなあ。すず女ちゃん、覚えててくれたんやなあ、おおきになあ」

　誠太郎はのんきに茶を楽しみながら、二個目に黒もじを入れていた。

　店では本店の手代、英吉が新しい薬の調合を店主の安次郎に教えている。丁稚の松蔵は、出店の丁稚たちと一緒に仕分けをしながら、丁稚ならではの方法で生薬の見分け方のこつを伝授し合っていた。

　京へ来て、三日目になる。

　いつもなら、薬の荷を届けると、彼らはとんぼ返りで大坂に戻る。しかし、今回は急に若旦那が同行すると言いだしたので、旦那と大番頭が相談して、放蕩しないよう英吉に見張り役も頼んだのだった。

　もちろん、近隣の店への挨拶などをするように若旦那は本店店主代理としての仕事も言い渡されていた。

　昨日は午後から英吉と松蔵を連れて同業者の店に顔を出したり、近在の村から薬草を届けに来る農家の者への労いの品を買いに出かけたりした。今日も彼は英吉たちの仕事が一段落したら、連れて出かけようと思っていた。そして、今日こそ、宝生庵を訪ねて、伊純と会おうと考えていた。夜ならば、料亭に出かけても不自然ではなかろう……と冷めかけた茶を啜った。

　菓子を食べ終わると、誠太郎は井戸端に出て、江戸から取り寄せた歯磨き粉「君ヶ香」で歯を磨き始めた。薄荷の分量が多く、さっぱりするので誠太郎の愛用品だった。

　かしかしと歯をこすりながら、茶碗を片づけているすず女を見て、誠太郎はふと気づいた。

「すず女ちゃんは、幾つになったんや？　もう十八くらいか？」

「いややわ、若旦那さん。……二十一どす。もう年増え」

　すず女の両親は京の出だった。大坂育ちのすず女だが、言葉は亡き母譲りで京訛りがある。

　誠太郎は房楊枝をくわえたまま、目を丸くした。慌てて口を漱いだので、げほげほ咳をしている。

「ちょ、ちょっと待って。けほっ……、まだ白歯しらはやないか！　元服してへんのかいな。安次郎はんが気ぃついてへんのか？　父親てておややもんなあ。男やさかい、仕方がないかもしれん。親戚筋に誰ぞ小母さんはいてはらへんのんか。なんやったら、うちのお母はん、連れて来ぉか？　ああ、ええ娘さんが……」

　誠太郎はひとりで気を揉んだ。

「はたち過ぎて、半元服もまだやなんて……！　こないにええ娘さんやのに、ほんまになんちゅうこっちゃいな。そや、かね付け道具、揃えまひょか！　ええべべも誂えまひょ。な？」

　自分が小母さんのようにあれこれ思いつく誠太郎に、すず女は苦笑した。

「若旦那わかだんさん、ええんどす。うちは好きでこのままにしてますさかい。父も大坂の旦那様もごりょうんさんもご存じどすわ」

「……なんやて？　みんな、知ってるんかいな。うちのお母はんまで知ってて、若い娘さんを放って置いてるて……。すず女ちゃん……いや、すず女はん、ええんか？　ほんまに」

「若旦那さん、心配してもろて、おおきにありがとうさんでございます。ほんまにええんどす」

　すず女はきっぱりと誠太郎の目を見て言った。

「……なんや事情があるんやな。うーん。……ええわ、わかった。すず女はんが考えての上でのことやったら良ろし。せやけど、好いた男はんができたり、困ったことがあったら、いつでもわてに言いなはれや。わては伊達に遊び歩いてる訳やおまへん。なんなり用意くらいしますさかいな。遠慮のう言うんやで」

　すず女はにっこり笑って頷いた。

　店との間の誰にも見えない場所で、安次郎が黙って深く頭を下げていた。







　午後になって、誠太郎は手代の英吉と丁稚の松蔵を連れて、つき合いのある薬屋や小間物屋に挨拶をして回った。

　通りを歩いていると、目の前の店先に簪が飾ってあった。横目でそれを確認すると、誠太郎はひょいとその店に入ろうとした。

「若旦那さん、どこに入らはるんですか！」

　英吉の声に、誠太郎は顔だけ振り向いた。

「どこって、ここや。簪見せてもらお、思うてな」

「簪……」

　英吉は表情を曇らせ、松蔵と顔を見合わせた。またどこかの若後家か娘にねだられているのだろうか、と心配した。

「ああ、もう、そんな顔せんでもよろし。ほら、これ、どうや？」

　誠太郎は手前に飾ってあったのを指している。花がちまちまと集まった凝った意匠だが、全体に小ぶりで大坂の女が好む感じではない。

「はあ……。かわいらしゅうて上品ですけど、えらい地味ですな。びらびらも少ないし……」

　英吉が素直に言うと、誠太郎は満足そうに頷いた。

「ええんや、かわいらしゅうて上品。上等な意見や。英吉は見る目ぇ持っとるなあ」

　誠太郎は店の者にそれを包むように頼んで続けた。

「すず女ちゃんに似合いそうやろ？」

「あっ、ほんまですねえ。すず女はんにやったら、ほんにぴったりですわ」

　英吉は包まれていく簪を見た。若旦那はこういうところがまめで、おまけにその人に似合う物を見つけだすのがうまい。大坂の女に買うのだろうと疑った自分を反省した。

　簪屋から店に戻る道すがら、誠太郎は松蔵に尋ねた。

「なあ、この前お世話になった宝生先生のお宅はどの辺や？」

「へえ、すぐ近くどす。ええと……その筋から数えて三本目を北へずぅっと行くと丸太町通りに出ますさかい、そこからは目と鼻の先どす」

「そうか。ほなら、松蔵の家はどこなんや」

「へえ……あの、次の角を右へ曲がって二つ目の裏店どす」

「なんや、ほんまに近くやないかいな。ほな、行こか」

「えええっ！　若旦那さん、そんなんしてもろたら、親が腰ぬかします！」

　松蔵が慌てた。丁稚ごときの実家に、若旦那とはいえ店主にいきなり尋ねられたら、親はどうしていいか分からないだろう。

「……そうか？　松蔵どんは毎日しっかり働いてくれてます、ありがとうさん言うて、御礼しとこうと思たんやけど」

「わてはこないに近くに来させてもろただけでも、幸せやと思てます。せやから、どうぞ構わんといてくださいませ。お気持ちだけで充分どす」

　松蔵はその場でぺこりと頭を下げた。

「わてが行って、気ぃ使わはるんは悪いなあ……。ほなら、どうや？　ひとりでお母はんとお父はんに会うてくるか？」

「若旦那さん！　藪入りでもないのに帰ったりしたら、それこそ何があったんかと思われます。……もしかして、わてが何か失敗しましたやろか。若旦那さんのお気に障るようなことしましたやろか……」

　松蔵はだんだん心細くなった。

「いやいや、違いますがな。そない心配せんでもええ。こないに近いところにおるのに、顔も見せさせへんのは気の毒やさかいなあ。なあ、英吉？」

　若旦那の魂胆が読めてきた英吉は心の中で松蔵に詫びながら言った。

「へえ、若旦那さんのありがたいお気持ちは松蔵どんもわてもように分かりました。せやけど、松蔵どん一人だけ親の顔を見せたとなると、他の丁稚どんたちがどう思いますやろ。もっと年若な丁稚どんもようけおりますさかい、ひがんだり、ねたんだり、松蔵どんが非難されます」

「……そうか。松蔵、悪いなあ。今回は我慢しておくれやな」

　すんなり誠太郎は引いた。

　英吉はほっとしたが、誠太郎は歩を進めながら、また口を開いた。

「英吉、松蔵とその辺で甘いもんでも食べて、先に店に帰っておくれやないか。わてはちょっと宝生先生に御礼のご挨拶して来ますわ」

「宝生先生んとこでしたら、わても参ります」

「ええんや。ご挨拶だけやし。あんたらもちょっとは息抜きしたいやろ」

「いえ、とんでもない。若旦那さんを供を連れずにお一人で歩かせたりしたら、奈緒利屋の店が恥かきます。一緒に参ります」

　英吉は食い下がった。何のことはない、羽根を伸ばしたいのは若旦那だ。宝生庵に行くと言ってはいるが、その足で祇園あたりの色茶屋へ繰り出されてはたまったものではない。大番頭や旦那様が心配していたのはこういうことだ、それだけは何としてでも止めなければ、と思っていた。

　突然、三人の背後から声が降ってきた。

「そこの者、往来の真ん中で立ち止まるでない。そなたは店主か？　主人思いの良い奉公人を持っているではないか。どこへ行くのか知らぬが、奉公人が嫌がりもせず供をするというものを無下に扱うでない」

　振り返ると、声の主は背の高い侍だった。後ろに着流しに短羽織の同心姿の男が控えている。

「お武家様……」誠太郎も少し怯んだ。

「これ、店主、最近はこの界隈も物騒になっておる。そのように良い身なりをして供をつけずに歩くのはあぶないぞ」

　すっと整った若い男が柔らかく諭すように誠太郎に言った。

　英吉と誠太郎はかしこまって頭を下げている。

　松蔵がその男に小声で話しかけた。

「有岡さま、若旦那様は宝生先生のところ、宝生庵をお訪ねしようと致しております」

「ほう、宝生庵か。はて、そなた、それがしを知っておるのか」

　有岡と呼ばれた男は松蔵をじっと見た。

「へえ。有岡さま、わて、蛸薬師の末吉どす」

「おお！　あの染め付け職人の息子の末吉か。いや、大きくなったのう！　確か大坂へ奉公に出たのではなかったのか」

　懐かしそうに松蔵に話しかける男に誠太郎たちは驚いた。

「あの……、お話中失礼いたします。わたくし、大坂の薬種問屋、奈緒利屋の直田誠太郎と申します。こちらは手代の英吉でございます。先ほどの見苦しい真似をお許し下さいませ」

　誠太郎はそつなく挨拶した。
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「妙な事になったものだ……」

　有岡輝十郎ありおかきじゅうろうは胸の中で呟いた。

　なぜ五年ぶりの再会がこのような状況なのだろう。

　本当は伊純を大坂へ迎えに行きたいくらいだった。二人で逢って話したいことが山のようにあった。飛んできたい気持ちを抑えに抑えていたのに、なぜ、今、自分はここにいるのだろう……。

  宝生庵の入口でおとないを告げているのは奈緒利屋の若旦那、誠太郎で、手代の英吉、丁稚の松蔵が続き、そしてその後ろに複雑な気持ちで西町奉行所与力、有岡輝十郎は立っていた。

　応対に出た女中のお種が伊純を呼ぶと、治療部屋から十徳姿の伊純が顔を出した。

　ぞろぞろと立っている一団に不思議そうに目をやって、最後に視線を上げて輝十郎を認めると、ぱっと顔をほころばせた。







　伊純いすみと父親の嘉純よしずみは患者を治療中で、英吉と松蔵は患者の待合い部屋でお種に菓子を貰っていた。

　客間に通された誠太郎と輝十郎は、伊純の母、かな江が点てた茶を振る舞われていた。

　茶道は男性のものとされており、女性が嗜むことは滅多にない。

　誠太郎は感心しながら美しい所作で袱紗を折るかな江を眺めていた。

　その横で輝十郎は先ほどの伊純の笑顔を思い出していた。五年ぶりの笑顔は、少し大人びていて、目に焼き付くような光を発していた。

「お待たせいたしました」

　伊純がにこやかに客間に入ってきた。

「奈緒利屋さんにはお世話になりました。ありがとう存じます」

　改めて礼を述べた伊純に、誠太郎は若旦那らしく、店の名代としての態度で接した。

「こちらこそ、先生には店の者の命を助けて頂き、ありがとうございます。本来ならば店主がご挨拶にうかがうべきところではございますが、失礼ながら本日はわたくしが代わりまして御礼申し上げます」

「ご丁寧にありがとうございます」

　伊純は短く返した。この若旦那は人が良さそうなのだが、今ひとつ、中に秘める嫌な気配を拭いきれなかったのだ。それが何かは分からない。邪悪な気ではないように感じるが、初対面から時折見せる粘りけのある目つきが気になった。

「うちの処方する薬は、お願いしている薬屋さんがおすのやけど、唐薬材料は奈緒利屋さんにもお願いせなあきまへんなあ。大坂で作らせてもろた煎じ薬、あの材料はなかなかこちらでは手に入らへんのどす。奈緒利屋さんの出店で扱うてはるんやったら、助かります」

　伊純は母に同意を求めた。

「ええ、そうですね。奈緒利屋様、この度はご丁寧なるご挨拶、ありがとう存じます。どうぞこれからもよろしくお願いいたしまする」

　かな江は誠太郎に京の訛りのない武家言葉を使った。

「私もちょくちょくこちらの出店には顔を出しますので、なんなりお申し付けくださいませ。伊純先生、大坂へも遊びにいらしてくださいませな。また、どこぞの料理屋で美味しい物でも食べまひょな」

　誠太郎は伊純の両手を取って握ると、にっこり笑った。

　ぎょっとしたのは伊純だけではなかった。かな江はともかく、輝十郎は表情に出さないようにぐっと堪えた。







　奈緒利屋の一行が帰った後、伊純と輝十郎はどちらともなく、ふっと息をついた。

「宝生伊純、帰って参りました」

「ああ……お帰り。よう帰ってきたな」

「はい……」

　伊純はまっすぐに輝十郎を見つめ、輝十郎もその視線を受け止めた。

「父が、立派な医者になったと褒めておったぞ」

「まだまだです」

　首を振る伊純に、輝十郎は小さく言った。

「……堅苦しく話さなくてよい」

「与力様に失礼に当たります」

　伊純はすぐに会いに来てくれなかった不満を含めて冷たく言った。

「よいから、昔のように話してくれ」

「……」

　少し上目遣いの顔をする伊純の機嫌を取るように輝十郎は微笑んだ。

「母が伊純の土産をたいそう喜んでおってな、何度も頭に挿しては鏡をのぞいておる。あのような母上を見るのは初めてじゃ。父も俺も無粋だからのう」

「伯母さまが……ようございました。喜んでいただいてわたしも嬉しゅうございます」

　輝十郎にも根付けを渡しているはずなのに、それについての感想はなかった。あったとしても、自分から嬉しいなどと言える男ではないと知ってはいるが、伊純は何か一言欲しいと思った。

「伊純、長崎はどうだった」

「どう……と申されても」

「そうだな。そなたはこまめに手紙をくれたな。長崎がどのようなところか様子が手に取るように頭に浮かんだものだ。町並み、季節の風景、異国人の服装や風習……読んでいて楽しゅうござった。感謝しておる」

「さようでございますか。お返事がないもので、毎回書くのをやめようかと思っておりました。しかし、手紙を絶やさぬのが輝十郎さまとのお約束でございましたから、途中でやめるわけにも参りませぬ」

　つんとした言い方で、単に返事を出さなかった輝十郎に対して拗ねていることが伝わった。本気で怒っているわけではない。

「どうも俺は筆無精での」

「存じておりますが、五年もの間、一通もないのもどうかと存じます。見習い与力の時に大捕物でお手柄だったとか、二年前にお怪我をなさったとか、今年には与力になられたとか、それくらい教えてくださってもようございましょう？」

「……俺が教えなくても、伊純はそのように俺のことを知っておるではないか」

「森島屋の充彦さんからではなく、輝十郎さまご本人からお知らせいただきとうございました」

「そうむくれるな」

「むくれてなぞおりません」

　伊純は冗談めかしてぷいと横を向いた。

　そこへ、輝十郎を迎えに小者が来たとの声が聞こえた。

　いま行く、と輝十郎が立ち上がると、羽織の隙間からびいどろの根付けがちらりとのぞいた。

　輝十郎は伊純を見つめ、ちょっと言いにくそうに一拍置いて、しかし、きっぱりと言った。

「……俺はあの時の約束を覚えておる」

「輝十郎さま……」

「……嫌か？」

「いいえ。わたしも覚えております。輝十郎さまがお嫌になられたのではと……」

「けして忘れることなどなかった。手紙は書かずとも、毎日伊純のことを案じておった」

　輝十郎は目元を少しだけ緩めて微笑んだ。

　それだけで伊純は満足だった。




■■■




　有岡輝十郎と宝生伊純は母親同士が姉妹の従兄弟だ。輝十郎が二歳年上だが、兄弟のように育った。

　ふたりとも整った顔立ちで、幼い頃はそれに子ども特有のあどけなさ、愛らしさがあり、著名な人形師や絵師が写し絵をさせてくれ、と申し込みに来たほどだった。

　伊純が十二、三歳になると、あどけなさは抜けて、少年独特の空気をまとうようになった。輝十郎はその頃すでに背が伸び始めており、前髪姿が凛々しい少年剣士といった風情だった。

　そんな彼らが手習い所に通う道すがら、毎日のように大店おおだなの娘たちから慕われ、寺の僧侶や諸藩屋敷の武士達から「稚児に欲しい」「念者になりたい」と付け文が何通も渡され、付き添いの有岡家の下男の達吉がどれも断るのに苦労していた。

　たまに達吉がおらず、森島屋の充彦と三人で手習い所から帰ろうとすると、直接彼らの袂に文を滑り込ませる者もいた。

「みっちゃんはおなごからの文が多いなあ」

　伊純が無邪気に言うと、充彦が笑った。充彦は三人の中で一番優しげな顔立ちで、なるほど娘からの付け文がほとんどで伊純や輝十郎のように男からのものは無いに等しかった。

「そら、そうやわ。きいちゃんはお武家さんやし、いーちゃんとこかてお医者のお家やん。おれは職人の息子やから、敷居が低いもん」

「そんなもんやろか？」

　伊純が輝十郎を見ると、代わりに充彦が答えた。

「いま、おれは親しげに『きいちゃん』言うて呼ばしてもろてるけど、ほんまは『輝十郎さま』ってお呼びせなあかん。きいちゃんが許してくれてるのを、うちのお父はんはいつもありがたいことや、て言うてる。いーちゃんかて、お母はんがお武家の出やさかい、おれと一緒なんは身分違いなんやで」

「充彦、おまえはそのように思うておったか。もうそのように思わないでくれ。俺はおまえを本当の友達だと思うておる。呼び方なぞ、どうでもよい。身分など俺たちの間にはない。わかったな」

　わかったな、と上からの言い方をしているが、これは輝十郎の頼みだった。充彦はちゃんと分かっていて、へへっと笑って返した。

「……にしても、今日は達吉がいない分、文が多いのう」

　輝十郎が袂をばさっと振ると、結び文が幾つかこぼれた。

「こんな字ぃ、読まれへん」

　美しい崩し字で書かれたものを拾って伊純が輝十郎に渡した。

「これはおなごからだ……おなごは苦手じゃ。だいたい、あのかね（お歯黒）がいかん」

「かねは伯母さまもうちの母もつけてるやん？」

　大人の女はみな黒い歯で眉がないのに決まっている。伊純は輝十郎が不思議だった。

「俺はそれが嫌なのじゃ。どうも好かん……」

　顔をしかめる輝十郎に充彦は大人びたように言った。

「それに色気を覚えるようになったら、一人前どっせ」

「そうかのう……」

　しかめたままの顔で呟く輝十郎の横で、伊純はいまひとつぴんと来ないらしく「そうじゃそうじゃ」と歌っていた。







　それは、伊純が十七歳、輝十郎が十九歳のことだった。

　伊純の長崎遊学が決まり、月が変わると出発という頃、すでに見習い与力として奉行所に入っていた輝十郎は、医学の学問所帰りの伊純を呼び止めた。

「どうしはりました？　何かありました？」

「……いや、何もないのだが……。もうすぐ出発だな」

「ええ。半月ほどで船に乗ります」

「そうか。勉学に励み、立派な医者になるのを楽しみにしておる」

「はい。……あの、ご用はほんまにないんですか」

「ない」

　難しそうに言うと、輝十郎はくるりと踵を返してそのまま立ち去ってしまった。

　同じ事が三度続いた。

  伊純は四回目に何食わぬ顔で聞いた。

「わたしに何か言いたいことがあるん違います？」

「……ある。いや、ない」

「輝十郎はんのそないな口ぶり、珍しいことやなあ。はっきり言うてください。これで四回目ですよ」

「伊純、ついて来い」

　硬い表情でそう言って輝十郎は歩き始めた。

「ねえ、梅を見に行きまへんか。そこの光正寺さん、咲きかけやわ。な、そうしよ」

　輝十郎の緊張をほぐすかのように伊純が柔らかく笑った。

　彼らは子どもの頃からよく近所の光正寺へ遊びに行った。小さな寺でこぢんまりとした境内に梅の木が沢山植えられており、今は見頃の少し前だ。

　むっつりと黙って、それでも伊純の言う通りに輝十郎は方向を変えた。

「待合茶屋ラブホテルなんて行きたくないですから」

　伊純の小さな声に、輝十郎はぎょっとして振り返った。

「伊純……」

「梅の蕾見ながら話聞く方がええもん」

　光正寺の門をくぐると、伊純はこっち、と輝十郎の袖を引いて脇の庫裡の方へ回った。

「ほら」

　伊純が指すので輝十郎が陰から見ると、一人の男がきょろきょろしていた。

「何者だ？」

「さあ。紀州藩留守居役の息子はんとかなんとか。毎日ついて来はります。輝十郎はんとも何度もすれ違うてはります。気ぃついてはらへんかったんどすか」

「……」

「まあ、ええわ。あのお人はそのうち諦めて帰らはりますやろ」

「どういうことだ」

　輝十郎が尋ねると同時に、住職がひょいと顔を出して、にたりと笑った。

「表には見かけへんお人がいてはるし、裏では話し声がすると思たら、えらい大きい悪戯小僧らやな」

「こんにちはぁ。お久しぶりどす」

　伊純が如才なく挨拶した。

「なんや変なお人がついて来はったんどす。すんまへんけど、しばらくここにおらせてください」

「なんぼでもおり。ほな、茶室使つこたらええわ。あこやったら、誰ものぞかへんやろ。わしも今からちょっとお勤めで出かけるさかい、適当にしとって。何のおかまいもでけへんけど、かんにんやで」

　子どもの頃から顔見知りの住職は茶室を開けて囲炉裏に炭を足した。ありがとう、とふたりで頭を下げると、なんの、と手を振った。







　すっかり気をそがれた輝十郎は所在なげに伊純と向き合った。

「さて、お話を伺いましょうか」

　にっこり笑って伊純が言うと、輝十郎は深くため息をついた。

「……もうよい」

「ええんどすか？　ほんまに？」

　伊純は何が楽しいのか笑顔のままだ。

「……伊純」

　輝十郎の呼びかけに、伊純は小首を傾げるだけで返事をした。

「おまえは何もかもわかっておるんだな……」

「輝十郎さまのお言葉が聞きとうおす」

　伊純は澄ましている。

「伊純……おまえという奴は……！」

「恥はかかせません」

　きちんと目を見る伊純に、輝十郎も決心した。大きく息を吸って、一気に言った。

「俺は伊純が好きだ」

「ありがとうございます」

　伊純は輝十郎の目を見つめたまま微笑んだ。

「輝十郎さまに、ずっとそう言っていただきとうございました」

　きちんと手をついて伊純は頭を下げた。

  輝十郎はこほんと咳払いをした。

「従兄弟としてではないぞ」

「もちろんでございます」

　伊純は囲炉裏の炭をつついた。

「長崎へ行く事が決まってから、毎日誰かに文をもらいました」

「文なぞ昔から山のように届いたではないか」

「もっと深刻なものばかりどす。いままでそのような素振りを見せなかったお人も、先ほどの男も同じ。無理矢理、待合茶屋に連れ込まれたことも……」

「なにっ！」

「このまま輝十郎さまのお気持ちが分からへんのやったら、いっそ誰かに身を任せてしまおうかと思うたくらいどす」

「……伊純」

　輝十郎は伊純を抱き寄せた。

　何か言いかけた伊純の唇に己のそれをそっと重ねた。

　舌を合わせることもまだ知らない二人は、ただそれだけで満ち足りていた。やがて、輝十郎が伊純を畳に押し倒した。

　胸元を開こうとする輝十郎の手を伊純が抑えた。

「契るのは……いまは……」

「なぜじゃ」

　お互いにもう一物が硬くなって、袴越しに触れ合っている。

「……わたしが長崎から帰ってくるまで待ってください」

「伊純？」

　伊純は両手を輝十郎の首に回して自分の上に体重をかけさせた。

　そして、耳元で囁いた。

「この重み……きいちゃんの重み、わたしはしかと覚えておきます。いま、契りを結べば、もう絶対に長崎へなど行かれへん……離れとうおへん」

「五年か……」

　長いのう、と笑って輝十郎が伊純を抱え起こすと、囲炉裏の炭がかさりと音を立てた。




■■■




「若旦那わかだんさん、今日こそ大坂へ帰らなあきまへん！」

　薬種問屋奈緒利屋の手代の英吉が強い口調で若旦那の誠太郎に言った。最初でこそ、ご機嫌をうかがうように「もうそろそろ……」と水を向けていたのだが、意に介さない若旦那にさすがの英吉も厳しい態度を取らざるを得なかった。

　京へ来て七日目だ。

　誠太郎は昼を過ぎると、あちらこちらへふらふらと出歩き、後を追いかける英吉達をからかうかのごとく、小女のいる茶店をのぞいたりして町を歩き回る。夜は料理屋を見つけては出かけるので、英吉はその店の前まで行って、あやしげな遊女がいないかと確認するのだった。

「今日、言うて、夜便かいな。夜の船は嫌いや。なぁんも見めえへんのは、こわいこわい」

　すず女めに買ってきて貰った菓子を食べながら、誠太郎はそっぽを向いている。

「あきまへん。旦那様だんさんからもお使いが来てます。若旦那さん、お願いでっさかい、いっぺん大坂へお戻りくださりませ」

　英吉の懇願に、誠太郎は茶を啜って知らん顔をしている。

「そやから、英吉と松蔵だけで帰ったらよろしいですがな」

「そういう訳にはまいりまへん！」

　英吉も旦那と大番頭から言いつかっているだけあって、自分たちだけで戻るわけにはいかないのだ。

「そないにきつう言わんでもよろしがな。嫌やなあ……。せっかくこの辺のことが分かってきたのに。まあ、仕方ないわな。すまんかったな、英吉」

　やけに素直に謝られて、英吉はお辞儀でため息を隠した。

「でも、明日の朝やで。夜の船はほんまに怖いんや」

　誠太郎は念を押した。

「すぐに手配します」

　英吉はそう言うと、松蔵を船着き場まで走らせた。

「すず女はん、安次郎はん呼んどくれやす」

　大坂本店の若旦那に呼ばれた京の出店の店主、安次郎はかしこまって誠太郎の前に座った。

「ああ、長い間すまんことでした。明朝、帰らせてもらいます」

「へえ……」

「ほんでな、小間物屋の菊野屋はん、出水屋はん、花胆はんに南天実と白粉用の烏瓜を卸しておくれやす。あとな、薬師院の横の川風屋はんな、あそこには芍薬の煎じ薬。当帰を粉にしたもんは十日にいっぺん美園苑はんとこにお届けしとくれやす」

「わ、若旦那さん……？」

「あちこちの店のぞかせてもろて、世間話聞いてるうちにな、なんや知らんうちに商売の話がまとまってしもてなあ」

　呆気にとられている安次郎と英吉に、ふふふ、と声に出さず誠太郎は笑った。どの店も美人で評判の後家や妾が営んでいるものだ。

「ほな、よろしゅうなぁ。明日、帰らなならんのやったら、なんぞお母はんの気にいるもん、見繕って買いにいかななりまへん。ああ、いそがし、いそがし」

　誠太郎はせかせかと立ち上がった。







「ごめんやす」

　誠太郎が英吉を連れて訪れたのは、宝生庵だった。

「大坂に帰ります。先生にはえらいお世話になりました。ありがとうございます」

「そら、どうも。それはそうと……奈緒利屋さん、どこで何を言うて回らはったんどすか」

　宝生伊純が少し低い声で言った。

「は？　なんでっしゃろ」

　とぼける誠太郎に英吉が青くなった。

「せ、先生、何かおましたんですやろか」

「いや、何も。病人さんが来てくれはるんはありがたいんどすけど、どのお人も奈緒利屋さんに聞かはった、て言わはるんどすわ」

　確かに、入口脇の待合い部屋では先ほどから数人ががやがやと喋っていた。伊純の口振りから、英吉にはこの二、三日に病人が押し寄せたのがうかがわれた。

「わては身体が悪い、言わはるお人を見たら放っておかれへん性分なんですわ。伊純先生、堪忍しとくれやすなぁ」

　悪びれる様子もなく謝る誠太郎に、伊純も強くは言えなかった。

「おおきに。でも、うちは父とわたしが細々とやっておりますさかい、お気づかいのうお願いいたします」

「へえ、お薬が足りんようになったら、いつでも言うておくれやす。時に、伊純先生、今晩おひまですか？　わて、明日の朝には帰りますゆえ、よかったら夕餉をご一緒にいかがですやろか」

「何しろ、この病人の数どす。終わるのがいつになるやら分かりませんので」

　やんわりと断る伊純に、誠太郎は懇願するような口調になった。

「最後の日ぃくらい、ご一緒しとくれやす。な？　ほな、夕刻、頃合い見て迎えをよこしますさかい、どうぞよろしゅうに」

　愛想良く、伊純に有無を言わせずに誠太郎は出ていった。

　英吉は、宝生先生が一緒なら若旦那も派手な芸者遊びなどはしないだろうと思い、ほっとしていた。







　宝生庵では、やっと病人があと一人というところになった。と、そこを見透かしたかのように奈緒利屋からの迎えが来た。

　父の許しを得て、伊純は着替えて外に出ると、駕籠が待っていた。

「えらい大げさどすなあ……。どこまで行くんどすか」

　駕籠かきは鴨川べりの高級料亭の名を告げた。

　遠慮しつつ、伊純が駕籠に乗ろうとした時に、向こうから顔見知りの男が来るのが見えた。与力有岡輝十郎の下に付く町廻り同心の谷川だった。

「おや、伊純先生、お出かけですか」

「ええ、ちょっと。谷川さま……今日は有岡さまは？」

「奉行所で書類を改めておられます」

「そうどすか……。あの、わたし、今から薬種問屋さんのお招きで鴨川の『花仙』へ参ります。それを有岡さまにお伝え願えまへんやろか」

「ええ、しかと有岡殿にお伝えいたしましょう。良い店に行かれるのですなあ。うらやましゅうございますなあ」

　谷川は気前よく引き受け、伊純を見送った。







　『花仙』の座敷では、奈緒利屋若旦那の誠太郎が伊純をもてなした。

　芸妓衆が踊りと歌で歓待した。彼女らは料理が来ると部屋を辞した。

　一見、質素に見える一品一品に、実は贅の限りが尽くされている。

　筍は穂先の柔らかい部分を山椒の新芽と白味噌で和えてあったり、小さな白蕪をくりぬいた器には一口大の胡麻豆腐がぽってりと座って、柚子の帽子を乗せている。

　葛のあんで半透明の膜が掛けられた丸いものは、中にふわりと薄い桃色が映っており、伊純の目を楽しませた。

「これは……もちもちとして大層美味しおすなあ。生麩は分かるんどすけど、他に何が入ってるんどすか？」

　膳を運んできた女中に伊純が聞いた。

「生麩と蓮根どす。蓮根のすりものと卵の白身だけで繋いであるんどすえ」

　ウドの天ぷらを膳に置きながら女中が説明すると、伊純は興味深そうに頷き、味わっていた。そんな彼の様子を誠太郎が満足そうに笑って見ている。

「大変美味しゅうございました。味ももちろんどすけど、ひとつひとつが美しゅうて。このようにご馳走していただいて、ありがとうさんどす」

「いえいえ、わても伊純先生とご一緒できて嬉しゅうございますから」

　誠太郎は伊純ににじり寄り、手を握った。伊純がにっこり笑ってその手を誠太郎に押し戻した。

「是非また美味しいもん食べまひょ」

　あくまでも表面的に出さず、誠太郎は伊純を誘った。

「へえ、おおきに」

　伊純もあからさまにその気がないとは言わず、彼らは水面下で攻防していた。

『花仙』の玄関まで来ると、誠太郎はすっと伊純の背に触れた。

「大坂へも来ておくれやすなぁ」

　一瞬、身体をこわばらせたが、微笑みでかわし、伊純は誠太郎より先に外へ出た。

「伊純！」

　駕籠屋の陰から大柄な影が姿を現した。

　有岡輝十郎だった。

「有岡……さま」

　ぽかんとしている誠太郎に、「おう」と片手で挨拶し、輝十郎は伊純を庇うかのように引き寄せた。

「それでは、奈緒利屋さん、失礼いたします。今夜はほんまにありがとうさんどした」

　伊純はきちんと頭を下げ、輝十郎と一緒に歩き始めた。







「ありがとうございます」

「何がだ」

「迎えに来てくれはったこと」

「たまたま通りかかっただけだ」

「嘘や。手が冷とうおす」

　ぶらぶらと鴨川べりを横並びに歩くふたりは手の甲同士が時々触れ合う位置にいる。

「わたしはやっぱりあの奈緒利屋の若旦那、苦手やわ。なぁんや嫌な気のあるお人や」

「……伊純、誘われでもしたか」

「多分、その気のあるお人なんやろなぁ」

「そうか……」

　輝十郎は四条通に来ると、東へ方向を取った。伊純は黙ってついて行った。先には遊女達を買える色茶屋や陰間茶屋が並ぶ一角があり、そこを過ぎたあたりには待合茶屋がいくつかある。

　小さな稲荷神社の裏に数本の木が茂っており、横に人目を忍ぶように茶屋の入口があった。

「来い」

　伊純に良いかどうかも訊かず、輝十郎は言った。

　中は思いの外、広い造りだった。

「ここは元々旅籠だからの」

　部屋に通され、腰の大小を外すと、輝十郎はあぐらをかいた。

「ああ、ほんで広いんかぁ。こういうところは初めてやけど、なかなか風流に作ってあるんやなあ」

　伊純は床の間に飾られた遅咲きの椿を見ている。

　輝十郎が後ろから伊純を抱きしめた。

「きじゅ……」名を呼ぼうとする伊純の唇を輝十郎は塞いだ。

　昔交わした口づけとは違うものだった。輝十郎の舌が伊純を誘い、伊純も応えた。

　どこで覚えたのかとはお互いに聞かなかった。

「行灯……消して……おくれやす……」

　輝十郎に着物を剥がされながら伊純が言う。

「嫌だ。俺は伊純を見ていたい」

　その言葉に伊純は胸が熱くなった。この男は変わらず自分を想っていてくれた、それが嬉しかった。

　寝床に横たえられた伊純に、下帯一枚の輝十郎が覆い被さった。

「ああ……この重みや……あの時と同じや……」

　肌の温度を感じて、伊純が呟いた。

　輝十郎の触れる手におずおずとしたものはなく、むしろ激しく伊純の全身を愛撫してゆく。

　喉がひりつくほど喘ぎを漏らす伊純の後ろに、輝十郎は自らを突き立てた。




■■■




　あおあおとした菖蒲の葉が鮮やかになってきた。

　伊純は二条通に集中する薬種屋や生薬きぐすり屋を回り、薬種材料を買い付けていた。根付きの芍薬まで抱え、最後に奈緒利屋の出店に立ち寄った。

　店番をしていたのは店主の娘のすず女だった。すっかり顔なじみになった伊純にすず女は愛想良く話しかけた。

「宝生先生、おこしやす。えらいまたようけのお荷物どすなあ」

「すず女はん、こんにちは。そうどすねん。この時期でないと手に入らへん生薬がおすやろ。それを集めてるんどすわ」

「へえ、そうどすか。ほな、うちでは何をご用意いたしまひょ。ちょっと待っとくれやすな、いま、父を呼んで参ります」

　丁稚に奥へ行かせ、すず女は伊純の注文を聞いた。

「半夏はんげ、龍眼樹りゅうがんじゅ 、茴香ういきょう 、貝母ばいも、金桜きんおう、あとは、何首烏かしゅうはありますか」

　店主の安次郎が出てきて、それらを揃えはじめた。

「何首烏とはえらい珍しいもんをお探しどすなあ」

「へえ、なかなか無のうて。奈緒利屋さんやったらあるかなと思うたんどすけど、置いてはりますやろか」

「おます。ほな、蜜蝋みつろうもご入り用ちゃいますか」

　安次郎が先回りして尋ねた。伊純が目を丸くした。

「え、ええ！　ぜひ！　旦那さん、お詳しそうどすな」

「ほな、もうちょっとしたら菊葉黄連きくばおうれんと白薇びゃくびも仕入れときまひょか？」

「うわあ！　ほんまどすか！　ありがたいことどす。是非お願いいたします」

　伊純が立ち上がると、既に丁稚のひとりが荷物を持って店の前で待っていた。

「この子に持たせますさかい、先生はこれを嘉純先生とお内儀さまに」

　すず女が菓子を伊純に持たせた。

「え？　すず女はん、うちの親をご存じやったんどすか？」

「へえ、昔、具合悪うしたときにお世話になったことがあるんどす。今うちが元気なんは嘉純先生のお陰なんどす。感謝しております」

　すず女は深々と頭を下げた。







　宝生庵の庭の隅には大きめの竈かまどが設えてあり、父の嘉純が早朝から胡麻油を煮詰めていた。

「ちょうどええ具合になってきたで。当帰とうき、入れてくれ」

　伊純が横から当帰を入れると、ふわっと甘い香りがあたりに広がった。

「おお、この匂い！」

　嘉純が汗を拭った。伊純は十徳に着替えて交代した。

　鍋に油脂と蜜蝋とを加え、火力を強くし、温度を上げた。

　ぐつぐつと煮立ってきたので、紫根しこんをがざっと入れた。

　途端に、ぱあっと鍋の中が桃色に変化し、美しい色になった。

　一刻ほど煮込んだのちに漉して滓を取り除き、今度は一晩中練るのだ。これは明け方まで伊純が練り、早朝に父と交代することにしていた。

　夜遅く、母のかな江が夜食を運んできた。

「おおきに」

　片手を休めず、片手で握り飯を頬張ろうとした。

「あなたが食べる間くらい、わたくしが代わります」

　見ると、かな江は襷掛けをしていた。伊純は感謝して握り飯を食べた。

「あれ……これ、お種はんのと違いますね。お母はんが作ってくれはったんどすか！」

「わたくしだって、お握りくらい作れます。……でも、一口で見破られるなんて癪だわ。そんなにお種さんのとは違うかしら」

　母は笑った。伊純も笑った。

　一日がかりで練り上げたものは華岡処方の『紫雲膏しうんこう』という濃い紫色の軟膏となった。外傷や火傷、しもやけなどにも効果のある用途の広いものだ。

　すぐに次に煎じ薬を幾つか作っていった。どれも丸一日煮込んだりしなければならないので、宝生一家は診療以外の全ての時間を費やしてかかりきりとなった。

「おお、なんという臭いじゃ」

　顔の前で扇子をぱたぱたとしながら、庭に有岡輝十郎が入ってきた。

「煎じ薬です。我慢なさいませ」

　かな江がぴしゃりと言った。

「叔母上、失礼いたしました」

　大きな身体を折って輝十郎が謝った。

「輝十郎さまもご病気になれば必要になるものでございましょう？」

　言い聞かせるようにかな江が下から見上げた。

「これは、南蛮の処方ですから、ちょっと変わった匂いがしますやろ。すんまへんな」

　振り返った伊純は口を布で覆っている。

「なんだ、伊純はそんな格好ではないか」

「鍋の真ん前で煮詰めているから、蒸気に当たらないようにせなあきまへんのやわ。この中には神経に障る成分もあるんどす」

「ほお……」

　いかにも感心したという顔で輝十郎が伊純の後ろ姿を見た。自分の腕の中でしなる背中とはまた違う、男らしい気をまとっているように感じ、それがまた心地よかった。

「伊純はこの処方薬を学ぶのにも苦労したことだろうなあ」

「勉学とは努力の上に成り立つものでございます」

　かな江が輝十郎に茶を勧めた。

　伊純はそんな会話を背に聞きながら、険しい顔をして鍋の中をぐるぐるとかき混ぜた。




■■■




　伊純が長崎で過ごして二年目のことだ。

　親しい友人も出来、他の仲間とも切磋琢磨毎日勉学に励んでいた。

　本道（内科）を学ぶのが目的だったが、それ以外にも金創、創腫（外科）や眼科、女科（産婦人科）、口科（歯科）の学科と、薬学、本草学などを日本人医師と和蘭人医師たちから学ぶ。そのために外国語も必須だった。

　学生達は知人やつてを頼って居候させてもらったり、学問所の寮で生活したりしている。

　伊純は寮で寝起きしていた。五人の学生がそこで暮らしており、伊純の他は、皆それぞれ一年目から五年目まで出身地も年齢もばらばらだった。

「ちーっ！　あの先生、肝心なこと全然教えてくれねえ」

　木谷は江戸出身で三年目だ。和蘭語に堪能で、伊純達を担当しているデ・ローベと難なく話すことが出来るが、医学に関しての知識がおぼつかず、的の外れた質問をして教員達を悩ませていた。

「木谷さん、それは……」といちいち説明するのは四年目の椙田と二年目の伊純の役目だった。

　姫路出身で五年目の野木は飯の時以外、部屋から出てこない。線が細く青白いが、やけに艶のある男だ。試験はいつも一番で、学問所でも寮でもほとんど誰とも話さない。

　伊純は最初、学問所では教えてくれることが多いと思っていた。しかし、勉強は自分から進んで求めないと身に付かないのだとしみじみと感じるようになった。

　与えられるものを待っているだけでは、それだけしか知り得ない。そう理解すると、勉強が楽しくて仕方なかった。どれもこれもが自分の中に染み通ってくるような気がした。

　人もさまざまで、知識を自分のものだけにする人、他人に知識を分け与える人など、観察すればそれも分かってくるようになった。

　それは学生に限らず、教員も同じで、教える立場にありながら、こちらが教えを請うても無視したりはぐらかしたりする者がいる。伊純達を教える者のなかでそれが顕著なのは、日本人医師山岸と和蘭人医師のデ・ローベだった。

　特に、外科学のほか薬学に詳しいデ・ローベはそれが強い。和蘭から伝わる薬は日本では見られない処方があり、実物の丸薬や軟膏を見るだけでは到底、内容物が分からない。伊純達は本草学の事典を繰り返し読み、なんとか処方を会得しようと努力を重ねていた。

「ああ、この薬がわかれば、おらが村の風土病に効くかもしらんのに……」

　田舎から出てきている学生達はそう言ってため息をつくのだった。







　ある時、伊純は居残りで辞書と格闘し、書物を読みふけっていた。

　ぽっと手元が明るくなったのに顔を上げると、デ・ローベが手燭をかざしていた。

「あっ、もう、こんなに暗くなっておりましたか！　デ・ローベ先生、ありがとうございます。すぐに片づけます！」

　伊純は慌てて書物を閉じ、筆を矢立にしまい込んだ。

　デ・ローベは黙っていた。赤い髭の奥で微笑んでいるようにも見えた。彼は、他の和蘭人医師達同様、日本人よりも大柄で、赤い髪と顔中の髭、薄い茶の瞳だった。

「ホウショウは薬の処方をよく勉強しているね」

「はい。今までわたしたちが使っていたものより、効き目があったり、新たな治療に役立てるものが幾つもあることがわかりました。出来る限り、それを覚えていきたいのです」

「ふむ……」

　デ・ローベと共に教場を出ながら、伊純は語った。彼から少しでも学びたいことがたくさんあったのだ。

　デ・ローベは優しく伊純の肩を叩いて微笑んだ。

「では、今夜、夕食後に私の部屋へ来なさい。処方を一つ教えてあげよう」

「ええっ！　ありがとうございます！　帳面を持っていって質問もしてよろしいでしょうか」

　髭をこすりながら頷くデ・ローベに、伊純は目を輝かせて礼を言った。

  寮に帰って皆で夕飯を食べつつ、伊純がその話をすると、いつも青い野木の顔がさらに青くなった。珍しく彼が口を開いた。

「ひとりで……宝生さんは一人で行きなさるか」

「あ、俺も行っていいだろうか？」

　三年目の木谷が飯をかきこんで言った。

「ええんちがいますやろか」

　伊純が答えると、また野木が言った。

「是非、ぜひに木谷さんと一緒に行きなされ」

　挨拶以外に野木が話すのを、あとの四人は初めて聞いた。

　そそくさと食事を済ませて、伊純と木谷が連れ立って出島を入ったところにある教員用の家を訪れると、デ・ローベは少し無愛想に彼らを迎え入れた。

　伊純と木谷が熱心に質問するのに、デ・ローベは授業で話す以外の事は言わなかった。

「すみません、先生、そこのところが分からないのです。どうしてこの花を煎じると作用が変わるのでしょう。毒性が抜けるのではなく強まるのは何故なのでしょう」

　伊純が聞いても、デ・ローベははぐらかすばかりだった。

　もとより、もっと初歩でつまずいている木谷は横で目を丸くしてやりとりを聞いているだけだった。

「やっぱり、駄目だったな。もっと教えてくれるかと思ったが……。俺はもう行かんぞ。あれなら自分で調べものをしていた方がましだった」

　帰りながら木谷が不服そうに言った。期待していただけに拍子抜けしてしまったのだ。

「すみません……」

「……いや、宝生さんが悪いのではないから気にするな。俺がもっと質問が出来るくらいにならんといかんのだ」

　木谷がばんっと伊純の背を叩いて、がははと笑った。

　伊純達が寮に帰ると、野木が自室から顔だけ出し、挨拶のつもりか頭を一振りしてまた障子を閉めた。







　数日後、伊純はまたデ・ローベに呼ばれた。

　木谷がもう行かないと言ったので、伊純が一人で出かけようとした。

「宝生さん、わしも一緒させてもらってええじゃろうか」

　野木が表情を曇らせて言った。

「ええ！　もちろん」

　伊純が明るく答え、連れだって出島に向かった。

　迎えたデ・ローベは、野木を見てにんまり笑い、機嫌良く伊純の質問に答えた。

　その間、野木は普段よりもさらに無表情になり、ただ黙って座っているだけだった。

「野木さんは質問されなくてええんですか？」

　伊純が遠慮がちに勧めても、野木は何も答えず硬い目をしてじっとしていた。

　先日とは違って、デ・ローベは積極的に伊純を指導し、伊純はそれが嬉しかった。新たな知識を学ぶことが楽しくてたまらなかった。

　そろそろ帰ろうと挨拶すると、デ・ローベは少し妙な顔をした。

「失礼します」

　ずっと黙っていた野木が強い口調でそれだけ言い、部屋を出ようとした。

　野木に背中を押され、伊純が先に部屋を出ると、デ・ローベが野木の手を引っ張った。

　伊純の前で、一旦扉が閉まり、デ・ローベと野木が和蘭語で何か言っているのが聞こえた。

　すぐに扉は開いて、野木は後ろ手にそれを閉めた。デ・ローベは出てこなかった。

　伊純はちょっと気まずさを覚えたが、それよりも今の授業内容に興奮していた。

「ああ、色々教えてもろて、ほんまに嬉しいことですなあ」

　うきうきと弾んだようにしている伊純を見て、野木は小さくため息をついた。

　それから二、三度同じようにデ・ローベに呼ばれたが、いつも野木が一緒に来た。

　デ・ローベの部屋に行っても野木は絶対に口を開かないし、身じろぎもせず座っているだけなのだが、それでも必ず一緒についてくるのだった。

「野木さん、野木さんは何も教えていただかなくてええんですか？」

　ある時、伊純の問いに野木は空を仰いだ。

「ええんですよ。宝生さんの質問でわしも勉強させてもろうてます。ほんまに熱心なことじゃ。あんたはええ医者になりんさるだろ……。宝生さんの明るさで、きっと病人の心も明るうなる」

「野木さん……」

　珍しく野木が話すのに伊純は驚いた。

「学べる時になるべくようけ学ぶことです。お互いに勉強に励みましょうぞ」

「ええ！」

　伊純が元気良く頷き、野木はまた口を閉じた。







　あと十日ほどで野木が国許くにもとへ帰国することになっていた。

　最後の試験のため、野木は教場に居残りになっている時、伊純はいつものようにデ・ローベに声をかけられた。

　この日は午後早い時間に授業が終わったので、食事の前に質問を済ませてしまおうと、伊純は日の高いうちにひとりでデ・ローベの部屋を訪れた。

　前回までと同様に、一通り質問すると、デ・ローベに茶を勧められた。

　いつもながら和蘭の茶は口に合わない。京の茶がどんなに美味いか毎回ここで思い出し、伊純はそれを笑い話のようにデ・ローベに聞かせる。飲み終わると、また勉強を続けた。

　夕刻の鐘が鳴ったので、伊純は礼を言って帰ろうと立ち上がった。……つもりだった。自分では立ち上がったように思ったが、足が言うことを聞かなかった。

「あ、あれ……ごめんなさい」

　デ・ローベに抱きとめられ、伊純は慌てた。頭はしっかりしているのに、手足がおかしい。

　デ・ローベは伊純を軽々と抱き上げ、部屋の奥の扉を足で開けた。

　そこは寝室で、寝台がしつらえられており、伊純はそこへ横たえられた。

「先生……わたしは……足がとても重たいのです。口の中が腫れたような感じで……手も、なんだか痺れたような感じが……」

　伊純が自分の状況を説明すると、デ・ローベは一つ一つに頷いて、伊純の着物の胸を開いた。

「診察してくださるのですか。ありがとうござ……」

　言いかけて、伊純はその手つきが違うことに気がついた。

「先生！」

　その言葉を彼の唇で塞がれ、伊純は目を見開いた。顔中に髭の当たる感触がある。

　尊敬が一気に吹き飛んだ。

　舌が吸い出され、むかつきを覚えた。

　下帯の中身を握られ、総毛立った。

　全身をまさぐられ、涙がにじんだ。

　デ・ローベは無言で、抵抗できない伊純を蹂躙した。

「……先生……この…薬は…何ですか。神経毒の一種……でしょうか」

　しばらく意識を失ったかのように目の焦点が合わなかった伊純が、徐々に痺れから回復して、最初に言ったのはこれだった。

　眉間に皺を寄せて麻痺の抜ける不快感と菊座の痛みに耐えながら、伊純はデ・ローベに質問した。

「ホウショウ……怒っていないのか」

　伊純に着物を羽織らせ、デ・ローベは聞いた。

　きつい目つきで見ることで、伊純はその問いに答えた。

「何の薬か教えてください。処方も」

　デ・ローベは和蘭語で書いたものを伊純に渡した。







　やっとのことで伊純が寮に戻ると、野木が部屋から出てきた。

　伊純の顔を見るなり、自室へ連れて入った。

「……一人で行きなさったと聞いて心配しとりました。わしがおらんかったばっかりに」

　野木は深々と頭を下げた。

「野木さん……」

「すまんことをしてしもうた。大丈夫ですか。怪我はないじゃろか」

　その声に、伊純は思わずぐったりと野木の部屋に座り込んだ。

「嫌じゃとは思うけど、身体、傷がないか診せてもらえんかのう」

　おずおずと言う野木に伊純は襟元をかき合わせた。

「野木さんは、知ってはったんどすか。せやから、いつも一緒に……」

　伊純の手を片方ずつ襟元から放してやり、野木は伊純の胸をくつろがせた。

　火鉢にかけてある鉄瓶から盥に湯を注ぎ、手ぬぐいを絞って、伊純の身体を拭きはじめた。全身に紅い印がつけられている。

　手ぬぐいが触れるたびに、伊純の身体がびくりと跳ねる。

「気持ち悪いところ、ないじゃろか」

「いえ……。でも、身体全体が腫れてるような感じがします」

「皮膚も過敏になっとりさるんやろ……。薬のせいじゃ」

　野木は何度も湯を取り替えては丁寧に拭った。

「息は苦しゅうないか」

「そういえば……最初はしばらく」

　野木は桑折こおりから軟膏を出してきて、伊純に渡した。

「尻に塗るとええ。痛みが和らぎます」

「……」

「すまんかった」野木はもう一度謝った。

「あの先生は衆道の趣味がありなさるんじゃ。勉強を教える代わりに、悪いことをしなさる。でも、わし、宝生さんにどうしても言えんかった」

「もしかして……」野木さんも、という言葉は飲み込んだ。

「他の先生に言うても無駄なんじゃ。誰も助けられん。あの先生は誰も止められん」

「わたしは薬を飲まされて、足が重くて手が痺れて動けんようになりました。何の薬か聞いて、ここに書いてもろたんどす」

  伊純は和蘭語の書き付けを野木に見せた。

「あんたは……」

「野木さんなら読めますやろ。これ、教えておくれやす」

「あんたは、嫌やなかったんか」

「嫌どした。でも、なったもんは仕方ありまへん。病と一緒どす。なってしもたことを嘆くより、どう治すか考えた方がええ。ずぅっとそう思うてそればっかり考えてました」

「強いな……」

「ちいとも強いことなんかあらしません。怖かった。あんなことされるのも初めてやし、それよりも訳のわからん薬がどう作用するんか、このまま治らへんかったらどうしよ、と思うて……」

　伊純は涙が出そうなのを堪えた。

　沈黙の間、野木はデ・ローベの書き付けにざっと目を通した。

「これ、神経毒のある植物を煎じたものみたいじゃ。pieris……とある。確か馬酔木あせびのことじゃわ……宝生さん、知覚はありんさったな？」

「……運動の麻痺だけやと思います」

「馬酔木単体の薬やない。他に何か別のものを混ぜてあるんじゃろうな」

「それ、知りとおすな。何ですやろ。野木さん、どうお考えどす？　なんの植物やと思わはります？」

「さあ……」

「せやかて、知覚はあって、運動だけ、それも短時間の麻痺どす。治療に使えますやろ。みんなに教えたら、日本中で使えるようになります。それだけ助かる病人さんが増えますんや」

　伊純の目が光っていた。野木は視線をそらした。

「わしは……知識を深めたかった……。あの先生は、ほんまは優れた医者でありんさる。でも、ふつうの授業では上辺だけのことしか教えなさらんのじゃ」

　伊純は黙っていた。もう喋る気力が余り残っていなかった。

「さっき、宝生さんはみんなに教えたら日本中に広まる、と言いなさった。わしは……わしは、自分のことしか考えておらんかった。知ったことを自分のものだけにして、わしの実家の治療院でだけ、その治療を行えば、わしの名が上がり、金儲けもできる。お城に取り立ててもらえるかもしれん、法院や法眼になれるかもしれん……そう思うておった。あの先生と同じじゃ……」

　すまない、と頭を垂れる野木に伊純はほほえみかけた。

「誰しも夢は持ってはる。わたしは野木さんの考えが悪いなんて、少しも思うておりません。野木さんは野木さんの方法で勉強しはったんどす」

「宝生さん、もう一人では行ったらなりませんで。わしが付いて行ければええが、わしも国許へ帰らなならん」

「でも、一人で行かな教えてもらえん……そうどすな？」







　野木は帰郷までの全ての日々を、寝食をなげうって今までの帳面を複写することに費やした。そして、国許へ旅立つ日にそれを伊純に渡した。

「これをみんなで使うてくだされ。わしは間違うとった。最後にそれが分かってほんまに良かったと思うとります。いままでありがとうございました」

　同じ寮の皆を前にそう挨拶した彼に、伊純以外の皆は何のことか分からなかった。

　伊純は授業以外で学びたいことがある時は、なるべく教場で教員をつかまえては質問していたが、満足のいく事が少なかった。

　ある時、問いを投げかけていた教員が唸りながら言った。

「うむ、これは私では役に立たない。専門外だな。デ・ローベ先生ならご存じだろう、聞いてきなされ」

「デ・ローベ先生ですか……」

　伊純はずっと避けていた。授業は熱心に受けていたが、質問はしなかった。怖かったのだ。

　しかし、いま、自分に必要なのは彼の知識だ。

「先生！　質問があります」

　意を決して教場でデ・ローベに聞いた。回りに人の目があるので大丈夫だろうと思ったのだ。

「ああ、その内容なら参考になる良い書物がある。では、私の部屋に取りに来なさい」

　あっさりと言い、デ・ローベは教員部屋に行ってしまった。

　伊純は迷って、寮の誰かに同行を頼もうと思ったが、皆忙しそうだった。

　覚悟を決めて、伊純はデ・ローベの部屋を訪れた。

　デ・ローベはにこやかに伊純を迎え入れた。

　質問を切り出すと、デ・ローベは伊純の手を取った。じっと目を覗き込まれると、彼の薄い茶色の目は光の加減で金色にも見える。引っ込めようとする伊純の手を、デ・ローベはうやうやしく掲げ、甲に軽くくちづけた。

「ホウショウは勇気があるね」

「どうしてもそれが条件ですか……」

　赤い毛むくじゃらの手が伊純の頬に触れた。

「先生、わたしと約束してください」

　伊純はしっかりと薄茶の瞳を見返した。

「わたしに、先生の知識の全てをください。わたしは勉強しに長崎まできたのですから。先生が教えてくださるのなら、わたしはそれにお応えします」

　着物の中に手を入れられる前に、伊純は薬の処方についての質問をした。デ・ローベは伊純の首筋に舌を這わせて、そのまま耳朶をかじり、耳に直接ささやいてその問いに答えた。伊純がそれを書き付ける間、デ・ローベは彼の背中に口づけの雨を降らせる。

　デ・ローベに舌を絡め取られながら、伊純は心を閉ざした。







「宝生さん、大丈夫ですか？　このごろ、顔色が良くありませんよ」

　朝飯の時間、五年目の椙田すぎたが伊純を覗き込んだ。四年目の木谷が漬け物をぼりぼり音を立てて食べながら、目だけは気づかうように伊純を見ている。

「ちょっと根を詰めすぎではないですか。このところ、ずっと夜更かしなさっているでしょう」

　椙田は武家の四男で医者の娘と婚約したのを機に、医学の道へ進むことに決めた温厚で実直な男だ。

「ご心配ありがとうございます。少々まとめておきたいことがありまして」

　伊純は無理して笑い、無理して飯を口に運んだ。

「……野木さんの帳面だけでは足りないか」

　木谷が二杯目の味噌汁を啜っている。

「いえ、気になっているところを補足したいんどす。野木さんが書いてくれはったところに他の薬の効能や処方も書き添えれば、もっと色々な病に対応できるん違うかと思うんどす。皆が広く使えると思うんどすけど、どうですやろ……」

　食欲のない伊純は二口食べたところで箸を置いた。

「宝生さん、貴方はそんなことを考えておられたのですか！」

　感心している椙田に、木谷が嗤った。

「ただの陰間じゃないんだな」

「木谷さんっ！」

　強い調子で椙田が諫めた。

　こみ上げる胃の腑の痛みと屈辱を伊純は拳を握って耐えた。

　伊純の心の慰めは、折々に届く京からの便りだった。

　母からももちろんだが、森島屋の充彦からの手紙には必ず有岡輝十郎のことが綴られてあった。伊純はデ・ローベの部屋へ行った日には、習ったことをまとめた後にいつも輝十郎に手紙を書いた。辛いことには一切触れず、長崎の美しいもの、珍しいもの、楽しいことだけを書き綴った。それを考えている時間が伊純の支えだった。







　梅雨明けの暑い日だった。

「ホウショウは私が嫌いか」

　毎回、デ・ローベは同じ事を聞く。そして、伊純は毎回それには答えない。

　この日はデ・ローベがいつになく執拗に伊純を求めた。

　はじめて伊純は男の魔羅を口に入れられ、また自分のそれも彼に銜えられた。

「歯を立てないで。そうだ……舐めなさい。ゆっくり、ほら、こうやるんだ……」

「……う……っく……」

　デ・ローベが伊純の魔羅を口に含み、唇で縊れを締め付けたり、舌を鈴口に差し込んだりした。伊純は初めて快感を覚えたが、絶対にそれを認めたくなかった。

　ぐったりして寮に戻り、なんとか勉強をまとめ、手洗いに立った。

　はっと目を開くと、布団に寝かされていた。

「宝生さん、気がついたか」

「……木谷さん……」

「縁側で倒れておったのだ。勉強のしすぎか、暑気あたりか」

「えらいお手数をおかけしました。ありがとうございます」

「ろくに食ってないからだ。熱もあるぞ。いま、椙田さんが薬を煎じておられる。できたら飲むと良い」

　木谷は真剣な顔になった。

「悪いと思ったが、脈があまりに弱かったので身体を診せてもらった。あばらが浮いているではないか。それに……」

 一瞬木谷が言葉を探して口ごもったのを、伊純が続けた。

「全身に吸われた痕がありましたやろ……。わたしは陰間と言われても仕方のないことをしてるんどす」

　伊純は木谷の視線を捕らえた。

「すまなかった。机の帳面も見てしもうた。俺はうすうす野木さんもあの先生と何かあるのではないかと思うておった。陰間のする事と思うておったのだ。……宝生さんと野木さんは身体を張って勉強をしようとしてたのだな」

「木谷さん」

「宝生さんの帳面の書き方は、自分のためだけのものではない。人に、そう、医学を学ぶ者が読んで分かるようにまとめてある。俺は頭を殴られたような気がした」

「南蛮の新しい薬や技術がもっと広まれば、この国で命が助かる病人さんが増えるんどす。わたしは大げさなことをしたいんと違います。ただ、少しでも……」

　伊純を遮るように、椙田が入ってきた。手には匂いのきつい薬湯を持っている。

「だから、先生の懐に忍ばなければならなかったのか。野木さんも宝生さんも他に手だてがないと考えたのだな」

　起こしてもらいながら、伊純が頷いた。

　デ・ローベが本当は優秀な医学者なのに、授業では大したことを喋らないのは椙田たちも知っていた。

　椙田が伊純に薬湯を飲ませながら聞いた。

「宝生さん、そなた、デ・ローベ先生からの教えが終わったあと、どうなさるおつもりだ」

　伊純は木谷に背中を支えてもらい、黙って薬湯を啜っている。

「医者は人を殺してはならん」

　椙田の言葉に、伊純は思わず彼を見てしまった。

「やはりそのつもりだったか。そなたの母上は武家の出だというが、父上は医者であろう。おれはまだ武士だからの……刀は錆びてはおらん」

　いつも穏やかで優しい椙田がにやりとした。

「……宝生さんは、あの先生が好きなのか？」

　唐突に木谷が言った。

「嫌いどす。わたしには……わたしには京に心に誓ったお人がいるんどす……！」

　はじめて伊純は涙をこぼした。野木が去ったあと、誰にも相談できず胸の内に抱えていた塊が爆発したかのように身体が震えた。

　椙田と木谷は顔を見合わせ、伊純を介抱した。

「明日は休みなされ。食べられるだけ食べて眠ることだ」

　背中をさすって椙田が言うと、伊純は首を振った。

「這ってでも参ります。今までもそうしてきました。休めば、何かに負けるような気がするんどす」

「それでこそ男だ」

　木谷が大きくうなずいた。







　幕切れはあっけないものだった。

　その年の夏に、デ・ローベに帰国命令が出たのだ。勅使が彼を強制的に連れに来たのだった。彼は長い手紙と幾つかの書物だけを伊純に渡して去っていった。

　和蘭語で綴られた手紙を読む気にもならず、伊純が放って置いたのを、語学に堪能な木谷が見つけた。

「これ、読まんのか」

　伊純がどうぞ、と示すと、木谷が勝手に辞書もなしに読み始めた。

　最初はにやにやしながら読んでいた木谷が、無言で手紙を丁寧にたたみ、そっと文机に置いた。

　赤い顔をして大きくため息をつく木谷を、伊純は怪訝そうに見た。

「……こんな情熱的な恋文ははじめてだ。火傷するかと思ったわい。どれだけおぬしのことを想っておるかが延々と書いてあるぞ。いや、参った参った」

「そうどすか」

「それにしても驚きだ。あの先生は本当に偉い御仁だったようだ。和蘭の将軍直属の御医師で、今回の帰国も将軍ご自身の命令だそうだ。今まで何度も帰国命令が出ていたのを、宝生さんを想う余りに無視していたとある」

「戯れ言どすやろ」

　伊純は切って捨てた。

「いや、あながちそうとも言い切れんぞ……。おぬし、さらわれるところだったようだ。和蘭へ連れて帰るつもりだったらしい。向こうで最高の医師になれるように手配するから、いつでも来いと書いてある。それは、色恋の関係なしにおぬしの医学の知識がもうどこに出しても通用する力量に達しているからだと。すごいじゃないか！」

「お世辞どす。わたしはまだまだ。それに、わたしは日本の……というと大げさどすけど、身の回りの病人さんを治療できればそれでええんどす」

「なんと欲のないことよ！　城に上がって、法院の位を狙うとかないのか」

　呆れた顔の木谷に、伊純は笑って返した。




■■■




　京の夏はじっとりとした暑さだ。

  まだ夏のかかりだというのに、宝生庵を訪れる患者も暑気あたりの者が多く、伊純は滋養のある薬を煎じては投与していた。

「今年は早よから格別に暑おすなあ」

　ぱたぱたと扇子を振りながら交わされる挨拶は毎度のものだが、今年は例年より暑いらしく、伊純にとっても五年ぶりの感覚だった。

　あまりの暑さに、縁側で水を張った盥に足をつけて涼んでいると、有岡輝十郎がやって来た。

「おっ、いいことをやっているではないか。どれ、俺にもやらせろ」

　輝十郎は伊純の横に座り、自分も足をつけた。

「まあ、なんです、輝十郎さままで子どものように」

　母のかな江の後ろに女中のお種が瓜を運んできた。

「叔母上、失礼いたしております」

　言うと同時に皿に手を伸ばし、輝十郎はもう瓜を口に運んでいる。

「あー美味い。叔母上、おいしゅうございます」

「このところ、真面目に奉行所にいらっしゃるのですって？」

「そうなのです。与力というのは忙しいのですが、退屈でございます。町廻りで外にいる方が性にあっておりまする」

　輝十郎は口をとがらせ拗ねた顔でかな江に訴えた。

「あなた様らしいですが、お勤めとあらば、我慢なさいませ」

　かな江は笑って諭し、続けた。

「お姉さまがどこかに良い娘御がおられないかしらとおっしゃってましたよ。そろそろあなた様も身を固めなければ。お好みの方はおられないの？」

「叔母上にまで……」

　輝十郎はうんざりした声を出したものの、にかっと笑い、とうとうと言ってのけた。

「そうですなあ。小娘は苦手ですから、うんと年増がいいです。ただし、俺はかねを付けている女は駄目です。あ、叔母上と母上は別ですが、どうもあれが苦手でして。あと、子どもも苦手ですので、石女うまずめが良いです」

「んまあ……！　それでは尼さまではございませんか」

　かな江が呆れた。

「叔母上、退屈しのぎに、今宵、伊純をお借りしてもよろしいでしょうか。暑気払いなど、少々」

　と、猪口を傾ける手つきをする輝十郎に、かな江はちらりと伊純を見た。

「いかがわしい場所への出入りは許しませんよ」

　伊純は何食わぬ顔で瓜の種を飛ばした。







　夕刻から小店で腹を満たし、微酔いで夜道をふたりでぶらぶらと歩いて、どうでもいいことを喋ったり、静かに虫の声に耳を傾けたりして、たどり着いたのはいつもの待合茶屋だった。

　歩いているうちに酔いが回ったふたりは、もつれ込むように床に入り、帯を解くのももどかしく唇を重ねた。

　伊純は床に潜り込み、輝十郎の下帯の上から盛り上がった部分を銜えた。

「伊純っ……なにを……！」

　驚いた輝十郎が腰を浮かした拍子に下帯を外し、伊純は直接輝十郎自身を頬張った。　尖端に伊純の柔らかな舌を感じ、それが敏感な部分をざらりざらりと刺激する。その快感に輝十郎は身悶えた。

　輝十郎は伊純を組み敷き、荒々しく伊純の一物をこすり上げた。

「……きい……ちゃん……」

　伊純は子どもの頃の呼び名を読んだ。

　後ろにすり込むために丁字油を垂らすと、甘い香りがふうわりと広がる。伊純は熱く感じ始めたそこに輝十郎を迎え入れ、自分から腰を振った。

　伊純のくぐもった喘ぎだけが部屋に響いた。

　果てた後始末をし、汗を拭って、身繕いをしたが、どちらともなくまた抱き合った。

「着物が乱れます……」

「構わぬ」

　輝十郎は伊純の肌理を楽しむかのように、胸元に口を寄せた。片手で伊純の手を自分の股間に導き、硬さを教えると、伊純はくすりと笑ってそこを撫でさすった。

「……いま、したところやのに」

「もう一度」

　輝十郎は小豆のような突起を舌で転がし、こりっと咬んだ。

　小さく息を漏らし、伊純が輝十郎に跨った。

「きいちゃんにお嫁さまが来はったら、こんなこともうあかんのやろか……」

「俺は妻など娶らぬ」

　伊純が腰をぐるっと回した。

「うちのお母はんとさな江伯母さまは怖おすで。無理矢理でも嫁御を探して来られます」

「俺の出した条件のおなごなど、そうそうおらん。安心せい」

　輝十郎も負けじと突き上げた。

「わたしがおなごやったら良かったとお考えどすやろか」

　急に輝十郎がぴたりと動きを止めて、つながったまま起きあがり、伊純を抱きかかえた。

「馬鹿なことを申すでない。俺はそのままの伊純が好きなのだぞ。伊純が伊純だから好きなのだ。……分からぬか。男子としてぴんと背筋を張っているおまえだから良いのだ」

　輝十郎は伊純の目を覗き込んで、ひとつひとつの言葉に思いをこめた。

「きいちゃん……」







　夏の朝は早い。それでも陽が登る前の薄闇に紛れてこっそり裏口から入ろうとした伊純は、木戸を開けてぎょっとした。

　井戸端に母が仁王立ちで構えていた。もうすでにきっちりと化粧も済ませている。

「伊純さん、お帰りなさいませ」

「は、ただいま戻りました。おはようさんでございます」

　そそくさと逃げようとする息子を、母は冷ややかな目で見た。

「悪い遊びなどしてはいないでしょうね」

「もちろんどす。少々酒が過ぎまして……お恥ずかしい。小店の上がりで寝入ってしまいました」

「それは本当に恥ずかしゅうございます。どれ、わたくしが行って謝って参りましょう。店の名前をおっしゃいませ」

「お母はん……」

　情けない顔の伊純に、かな江は吹き出した。

「ほほほ、すぐばれるような事を申すからです。輝十郎さまがご一緒ですから、悪いおなごに引っかかることはないでしょうが、いかがわしい真似はいけませんよ」

「いかがわしい場所になぞ近づきません」

　息子の弁解を背に受けて、母は台所へすたすたと歩いた。







　祇園祭まであと少しの頃、花々は盛りを迎える。

　宝生庵では自家製の煎じ薬を折々に作る。夏の薬草の花は毎年、嵯峨の山で採取してくる。伊純のいない間は嘉純が行っていたのだが、今年からは伊純の番だ。

　輝十郎は休みを取るから自分も行くと言いだし、森島屋の充彦は写し絵にちょうど良いから連れて行けと言ってきた。

　輝十郎の休みを待って、五日後に出発することに決めていた。

　出発二日前のこと。茶飲み話のついでに伊純と充彦が打ち合わせをしている宝生庵に、薬種問屋奈緒利屋の若旦那、誠太郎が訪ねてきた。

「伊純先生、お久しゅうございます」

「ああ、こんにちは。……あっ！　あなたは」

　にこやかに挨拶をする誠太郎の後ろで深々と頭を下げているのは奈緒利屋番頭の富士吉だった。

「先生、その節はお世話になりました」

　そう言って、富士吉はまた頭を下げた。

「いえいえ、ああ、よかった。京へお越しになれるくらい回復なさったんどすなあ」

「はい、お陰様で。ほんまに先生のお陰だす。まだ手を上げるのは少しだけ不自由がおますけど、それ以外はどこも悪くあらしまへん」

「まあ、筋が切れてはったさかいなあ……。もっと上手いことできたらよかったんやけど」

　伊純が気の毒そうに言うのに、富士吉はぶんと頭を振った。

「そないなこと！　わては生きてて、こんなに元気にさせてもろてます。ありがたいことだす」

「わてが京へ行くて言うたら、どうしても連れて行け、て言いますのや。先生、すんまへんなあ」

　誠太郎が丁稚から包みを受け取って、伊純に差し出した。

「大坂のお菓子です。お口に合うかどうかわかりまへんけど、おひとつ」

「はあ、それはどうもありがとうさんでございます」

　伊純が話しているところに、充彦が「ほな、明後日な」とだけ言って帰ろうとした。

「明後日、何かあるんですか」

　耳ざとく誠太郎が充彦に聞いた。充彦が困ったような顔をした。

「あ、失礼いたしました。私は薬種問屋、奈緒利屋の直田誠太郎と申します。先生にはごひいきにしてもろてます」

　誠太郎はさも親しげに自己紹介した。

「わたしは機職、森島屋の充彦どす。……明後日はちょっと伊純はんや友達と出かけるんどす」

　細かいことをぼかして充彦が言うのに、誠太郎は興味津々の顔をした。こういう事には鼻が利くたちらしい。

「どこまで行かはるんですか？」

「はあ……ちょっと遠出を。伊純はんが薬草採りに行かはるんに私が写し絵に同行するんどす」

「それはそれは！　で、どちらまで？」

　伊純は充彦に目くばせしたが、遅かった。

「へえ、ちょっと嵯峨まで」

「嵯峨……、民蔵どん、あんたは嵯峨の出ぇやなかったか？」

　誠太郎はまだ十そこそこの丁稚に聞いた。

「へえ、わて、嵯峨の奥の村から来ました」

　甲高い声で丁稚が答えた。

「先生、良かったら、この民蔵を道案内に付けておくれやす。荷物持ちもできます。な、民蔵どん」

「あい」

　元気良く民蔵が返事したが、伊純と充彦は丁寧に断った。

　これが手代の英吉だったら伊純たちの困惑をくみ取って、上手く若旦那を止めたのだろうが、富士吉は伊純に心酔しているため、積極的に後押しした。

　加えて、誠太郎が言った。

「先生に作って頂いた薬がえらい評判でして。どんな傷にも治りが早い、いうて飛ぶように売れとるんですわ。またこの富士吉がぴんぴんしとりまっしゃろ。あの大怪我からこれで治ったいうて、人様が感心しはるんですわ。薬はうちの専門です。是非にご一緒させてくださいませ」







　あれだけ断ったにもかかわらず、出発当日、早朝から伊純、輝十郎、充彦の横に民蔵を連れた誠太郎がいた。

「あの……その格好、もしかして、若旦那さんも行かはるんどすか？」

　おずおずと充彦が聞くと、誠太郎は張り切った様子でうなずいた。

「若旦那さん、普段はお駕籠を使わはるん違いますか。かなり遠おすえ？　大丈夫どすか」

「充彦はん、ご心配ありがとうさんでございます。こう見えても足腰は強うございます」

　誠太郎は大げさな手甲、脚絆の姿だった。

「まあ、ここで問答していても仕方がない。行くぞ」

　業を煮やして輝十郎が先に立って歩き始めた。

  べらべらと誠太郎はよく喋る。

　伊純と充彦は最初はいちいち相槌を打っていたが、次第に交代になり、今は「へえ、はあ、ふーん」の繰り返しで済ませていた。

　輝十郎は最初から誠太郎を無視し続けている。

　民蔵も大人の歩調に合わせ、ちょこまかと懸命に付いてきている。六尺ほどの大きな輝十郎からすると、十にしては小さな背の民蔵がよほど危なかしげに見えるのだろう。子どもが苦手と言いながら、何かと民蔵を気づかって、足場の悪いところでは抱き上げたり、手を引いたりしている。

　幾つかの村を通過し、ずいぶん山の中に入ってきた。

　谷川沿いの道をずっと登り、少し足場も険しくなってきた。陽も高く上がってちょうど真上に見える。

「そろそろ少し休みまひょか。お昼にしまへんか」

　川の畔のちょっとした林のところで誠太郎が切りだした。

「そうどすな」という充彦の一声で、昼飯となった。

　足を流れに浸しながら、握り飯を食べる。

　疲れているだろうに、民蔵が行儀よく若旦那の横に控え、竹筒の茶を入れたり細々とした世話を焼いている。

　充彦は矢立を取り出して、川の様子や林の絵をさらさらと描いている。

　のんびり川を眺めていた伊純が、ひょいと立ち上がり、横手の水たまりにしゃがみ込んだ。数本の草を抜いて、その場でしげしげと観察して、ひとり頷くと戻ってきた。

「何だ？」

　紫がかった白い小さな花と四角い葉の草を見て、輝十郎が聞いた。

「菱どすわ。沼にあるとばっかり思うてましたけど、こんな場所にも生えるんやなあ。秋になったら実を採りに来なあかんわ。悪性の出来物に効きますんやで。あっ、あっちの岩にヒトツバがありますわ」

「ヒトツバいうたら、石葦せきいですな」

　ふたりの会話に誠太郎がぬっと入った。

「さすが奈緒利屋さんどすなあ。腎の石なんかによう効くんどす。あれは帰りに採りましょう」

　民蔵が輝十郎の袖を引っ張り、かがんでやった彼の耳に内緒話をするかのようにあどけない声で囁いた。

「有岡さま、あそこの岩場の陰に魚がようけおります」

　輝十郎が笑い、民蔵と一緒に着物を脱ぎ捨ててざぶざぶと川に入った。

　伊純たちが呆れていると、二人して薬草用の笊に手づかみで豪快に鮎を捕まえていた。

　笊を置いて、そのまま輝十郎は泳ぎ始めた。

「おい、伊純、充彦、来い！　気持ちいいぞ」

「若旦那さんも来てくださいー！」

　ばちゃばちゃと水しぶきを上げてふたりが泳いでいる。充彦はその様子を早速描き始めた。

「いーちゃんも行って！　ほら、早よ早よ！　絵になるんや。描かせてくれ」

　充彦にせき立てられ、伊純も下帯一枚になり、川へ飛び込んだ。

　ぐずぐずとしていた誠太郎も、それを見て自分も入った。大坂の町中育ちなので、泳ぎはできないが、川の流れの中で浸かっているだけでも汗が引き、心地よい。

　泳ぐふりをして輝十郎が伊純の身体をするりと撫でていく。伊純も素知らぬ顔を作って水の中で足を伸ばし、輝十郎の前を優しく淫靡に蹴った。

　伊純が水を跳ねさせると、彼のまわりで細かな光の粒が光る。なめらかそうな肌に水が伝い、弾ける。

　誠太郎はうっとりとその様子に見とれ、自分の一物が少し反応しているのに苦笑した。

　伊純が岸に近づいて、浅瀬に座っている誠太郎の前を通ろうとした時に、苔で足を取られた。

　誠太郎の身体の横で、手を付いて、伊純は危うく転ぶのを免れた。

「おっと。……ん……？　あれ？」

　そのまま伊純は誠太郎の身体に顔をぐいっと寄せて、彼の下帯あたりを凝視した。

「……何見てはるんですか」

　慌てて手で大きくなりかけたそこを隠した誠太郎に、伊純は真面目な顔をした。

「若旦那さん、ちょっとこちらへ来とくれやす」

　大きな岩の陰に誠太郎を引っ張って、伊純は彼を座らせた。

「ちょっと下帯外してもらえまへんか」

「えっ！　いや、こんなところで……」

　そう言いつつも、誠太郎はいそいそと解いた。

　伊純がはいつくばって誠太郎の脚の間を覗き込んでいる。 肌理の細かい背中に水滴が反射して美しい。

「触ってもよろしおすか？　ちょっとだけですさかい」

「先生……」

　裸のままの伊純がそっと誠太郎の魔羅を手に取り、ながめつすがめつ裏を返したりしている。その刺激に、むくむくと誠太郎が反応する。

「あ……あの……先生……？」

「おや、ちょっと育ってしまいましたね、失礼」

　民蔵と戯れていた輝十郎がやっとその状況に気づき、岩の向こうから伺っていた。

　輝十郎の位置からでは、どう見ても伊純が誠太郎の股間に顔を埋めているようにしか見えない。しかも手を添えて動かしているのだ。

　だが、伊純はごく真面目に誠太郎に向かい、質問しはじめた。

「最近、魔羅あたりがかゆいとかあらしませんか？　小用を足す時に痛みが走るとか」

「えっ？　あ、いや……その……」

「あるんどすな。どんな具合どす？」

「先生、わて、病気でっしゃろか」

「うーん……小さな発疹が出てはるから……」

「ま、まさか……瘡毒（梅毒）では」

「いや、それではないと思います。でも、水疱どすからなぁ。しばらくは夜の遊びは控えはるのがよろしゅうおすな。大事なところですさかい。帰ったら、軟膏を作って差し上げまひょな。毎日塗っていれば、そうどすなあ……冬までには治りますやろか」

　伊純が何事もなかったかのように立ち上がったのを見て、輝十郎はほっとし、大きな石の上に腹這いになった。太陽に熱せられた石が冷えた腹をぬくめ、大きくなりかけた輝十郎自身を隠した。

　隣の石では充彦が一心に筆を動かしているのを、横で民蔵がにこにこして見ている。

「ほんまに上手どすなあ。わて、絵を描くお人は初めて見ましたけど、ほんまにほんまにきれいに描かはるんどすなあ……すごいなあ……」

　子どもなりの表現で民蔵はなんとか気持ちを伝えようとした。

「こ、これや！」

　急に充彦が叫んで立ち上がった。

「ひらめいた！　これや！　この絵や！」

　そう言うと、あたふたと片づけ始めた。

「みっちゃん、どうしたん？」

　着物を身につけた伊純が聞くと、充彦は頬を紅潮させ真剣な顔で言った。

「いーちゃん、悪い。おれ、帰るわ。いま、ものすごい絵が浮かんだんや！　早よ帰って形にしていかな、忘れる。頭から、こう、色や構図や布地の感じが湧き出てるんや！」

「ならば、魚を持って帰るか」

　輝十郎が笊を見せると、充彦が笑った。

「そんなん、この暑さでっせ。帰る頃には別のもんになってますわ」

「あの……わても帰ります……」

　しょんぼりした声の誠太郎に民蔵がきょとんとしている。

「ほなら、わてもお供します！」

「民蔵は先生に付いていきなはれ。ちゃんとお手伝いするんでっせ。ほんで、おまえは今日は親元に元気な顔を見せてきなはれ。ちょっと早い藪入りや」

「若旦那さん！　ええんどすか？　お父ちゃんとお母ちゃんに会うてもええんどすか？　おおきにありがとうさんどす」

　がっくり肩を落としている誠太郎に、目を輝かせて民蔵が何度も礼を言った。

「有岡さま、伊純先生、申し訳ございませんが、わて、なんや調子が出まへんのや。ここで失礼させて頂きます。民蔵を使うてやってくださいませ」

　誠太郎は、もう歩き始めている充彦の後を追った。







　しばらく緩やかな傾斜の山道を歩くと、いきなりぱっと視界が開けた。

「うわっ！」

　鬱蒼と茂った木々の暗い道から、鮮やかな緑の平地は余りにも対照的だった。

「お陽ぃさんが目に染みるようやなあ」

　伊純の意見に輝十郎が頷き、民蔵が駆けだした。

「先生、有岡さま、こっちどす！　この先にわての村があるんどす！」

　子犬のように走っていく民蔵の後ろ姿に、伊純たちは笑みをうかべた。

「薬草を採りに来たんやけどなあ。なんや民蔵ちゃんを送りにきたみたいやわ」

「まあ、よいではないか。親に会えるのが嬉しいのだろう」

「子どもがお嫌い違うかったんどすか」

「はん……自分の子などいらぬだけじゃ」

　輝十郎は足を止め、伊純を見た。

「俺は伊純がいればそれでいいのだ。覚えておけ」

「……はい」

　それからふたりは黙って歩いた。

　畑の畦で跳ねている民蔵が、また走ってきた。

「あそこにおるんがうちのお父ちゃんどす！」

　驚いている民蔵の両親に事情を話し、ふたりはそのまま先の山へ行こうとすると、民蔵が付いてきた。

「わても行きます！　お手伝いせえへんかったら、若旦那さんに叱られます」

「民蔵ちゃん、ええんやで。お父はんとお母はんにうんと甘えておいで」

「でも……でも……先生らが山で迷うたらあかんもん……」

　本当は親に甘えたい、でも伊純たちが心配だという。

「大丈夫や。わたしも輝十郎さまも小さい頃からうちのお父はんについて何度も薬草を採りに来てるんや。小さいけど雨露しのげる小屋もある。今夜はそこで泊まって、明日の朝、迎えに来るから、安心しぃ」

　伊純が民蔵の頭を撫でた。







　獣道を進んで行くと、脇に熊笹の群生がある。そこが目印で、斜めに降りると細く湧き水の滴る岩場の横に古くなっているが小屋があった。

　蜘蛛の巣などを払って風を通すと、存外にひんやりした過ごしやすい場所になる。

　途中で採った薬草を陰干しにして、置いてあった駕籠を背負って伊純と輝十郎はまた薬草を探しに出かけた。

「陽が傾いてきたな。今日はこの辺にしよう」

「そうどすな。……あっ、ほら、そこ！　夕顔が開きはじめてますわ。これも摘んでおきまひょ」

　背中の籠にごっそりと薬草を入れて、彼らは小屋に戻った。

　川魚を渡した民蔵の親が茄子などの野菜と干餅や味噌を持たせてくれたので、それらを焼いて食べ、湧き水を汲んで身体を拭いた。

　伊純が上半身をはだけたままにしていると背中に輝十郎の唇が這った。

「……あっ……ん……」

　お互いに唇を貪り、身体を重ね合った。

　輝十郎が伊純の魔羅を強く掴んだ。大きな掌がそこを上下した。

　くっと唇を咬む伊純に輝十郎が囁いた。

「伊純……声を出せ。ここでは我慢せずともよい」

　誰もいない。

　誰も来ない。

　誰にも見られない。

　喉が枯れるかと思うほど、伊純は自分を解き放った。

「きいちゃん……きい…ちゃん……好きや……好きや……！」

　伊純は、輝十郎が果てても、それを口に含んで舐り上げ、奮い立たせて内へ導く。

　鍛え上げられた輝十郎の身体はすぐに回復し、伊純を突き上げ、掻き回し、快楽の極みへ連れて行く。

「……んっ……そこ……ああ……いいっ…もっと、もっと……」

　輝十郎も自分の放った精でどろどろになっている伊純を、時には優しく撫で、時に乱暴に穿ちつけた。

　伊純は何度も何度も輝十郎の名を叫び、好きだと叫び、身体をねだり、心をねだった。

　小屋の隙間から月の光が細く見える。

　ふたりは獣と化したかのように激しく交わり続けた。
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　このところ充彦が姿を見せないので、伊純が覗きに行くと、工房に閉じこもって鬼気迫る顔で織物に挑んでいた。

「うわ、みっちゃん、大丈夫か？　えらい根詰めてるん違うか」

「大丈夫や。なんやこう、どこからか力が湧いて来るんや。なんぼでも頑張れる。いーちゃん、おれ、今までにないもん作れるような気がするんや。いや、作る、作るで！」

　気力の漲った様子の充彦に、伊純も気分を良くして帰宅した。

　庭では父の嘉純が、先日の薬草を煎じる用意をしていた。あの日、帰りに奈緒利屋の丁稚、民蔵が親と一緒に早朝から畑回りの薬草を摘んでくれており、豊富に収穫があったのだ。

　いつものように母が横で手伝っているが、何となく不機嫌な顔をしている。

「ただいま帰りました」と挨拶したのち、伊純は父に小声で聞いた。

「お母はん、どうかしはったんどすか？　なんやご機嫌斜めみたいどすなあ」

　そこで初めて気が付いたが、嘉純も幾分ぶすっとしているのだった。

　着替えに中へ入り、台所で女中のお種に聞いた。

「お父はんとお母はん、どないしはったん？」

「ああ……うちからは言えまへんわ」

　お種は意外に口が堅い。しかし、何か含みがありそうな顔だ。

「なんやの？　なあ、お種はん、教えてえな」

「ご自分でお聞きになりなはれ」

　お種はそう言うと、もう伊純を相手にしなかった。

　仕方がないので、伊純は台所の隅に干しておいた薬草を持って庭に回り、状況を観察した。ただの夫婦げんかなら、なんとやらで首を突っ込まずに放っておくのが無難だと思ったのだ。

　父と母はぼそぼそと話している。

「輝十郎さまがお気に召すかもしれませんでしょう？」と母の声が伊純の耳に届いた。

　放っておこうと思ったが、輝十郎のこととなれば黙っているわけにはいかなかった。

「お母はん、どうしはったんどす？」

「おまえは知らんでもええ」

　嘉純は珍しくむっつりと手を動かしている。伊純はちょっと引っかかった。

「あ、お父はん、これは晒しに包んで煮出して、液は煮詰めましょう。残った滓は砕いて散剤にできますんやで」

「まあ、伊純の考えも聞いてみたらよろしゅうございましょう？」

　きりっと襷掛けをして、籠を抱えている母のかな江が言った。

「伊純さんは奈緒利屋のすず女さんをどう思われます」

「は？　すず女はんどすか？　気だてのええ方どすなあ」

「輝十郎さまの嫁御にと申すと、旦那様が反対されるのです」

　伊純は一瞬声を詰まらせた。

「わたくしが見たところ、礼儀作法も身に付いておられるし、頭の回転も速そう。気だてがようて、愛らしゅうて……」

「そ、それは……でも、すず女はんは武家のおなごやあらしまへんしなあ……」

「どこかの武家にいっとき養女に出して、そこから輿入れすれば済むことです。どこの武家でもやっていることです」

「そうどすけど……。あっ、輝十郎はんは年増がええと言うてはりまへんどしたか？」

　伊純は無理矢理、理由を見つけた。

「すず女さんはもうとっくに二十歳を超えておられます」

「えっ！　十七、八やと思てましたわ。……そういえば、まだ白歯やなあ。何でやろ」

　伊純が小さく言うと、嘉純が眉をひそめた。

「せやから、言うてるんや。かな江、この話はもうするな」

　意味が分からず、伊純が母を見た。かな江は呟いた。

「……あの娘には、幸せになってほしいのです」

「嫁に行っても子が出来んのやったら、かえって辛いかもしれんのやで」

「輝十郎さまなら、お任せできるのではないかしら……」

　伊純は父母に訳を聞かせて欲しいと頼んだ。







「そもそも、なんでそないにすず女はんのこと、考えはるんどす？　うちの患者さんやったというんはすず女はんから聞きましたけど」

「……ええ娘はんやからな」

　伊純の問いに父はそれだけ言った。不服そうな伊純に、かな江が話した。

「すず女さんは大坂でお怪我をなさって、やや子が出来ないようになられたのです」

「怪我で、子が出来ない？　……って」

「そういうことです」

　かな江が伊純を見た。その先をかな江に言わせるのが酷だと思ったのか、嘉純が口を開いた。

「すず女はんはな、大坂の小間物屋に奉公してたそうや。お使いの帰りにならず者に乱暴されてな……。奈緒利屋の旦那さんは、すぐに安次郎はんに出店を持たせはって、噂が広まる前にすず女はんを庇うたそうや」

　伊純は大坂で会った奈緒利屋の主人夫妻を思い浮かべ、機転の利く配慮に感心した。

「私がすず女はんに会うたんは、病人の家に呼ばれた帰りや。夜遅うなって、川縁にぼうっと立ってはったんや。ちょっと見てたら、袂に石を入れてはる。こらあかん、と思うてここへ連れて帰ったんや。すず女はんは、月のものが無くなったから、ならず者のやや子が出来たと思って、自害しようとしてはったんや……」

　夫の話に、かな江がそっと顔を伏せた。

「それだけやない。診せてもろたら、その男は自分の物やなく、木の枝か粗雑な張り型を使うたんやろな、女陰が内部までずたずたになってたんや」

「…………なんと……むごいことを……」

　いつも明るい顔で元気に店を切り盛りしているすず女に伊純は心が痛んだ。

「せやから、白歯を通してはるんやろか」

「多分そうやろな。あの娘さんは確かにええ子や。でも、そやからと言うて、輝十郎はんの嫁御にというのは私は気が進まん」

「はあ……」

　伊純は曖昧な返事しかできなかった。







「伊純先生、どうでっしゃろ、少しは治ってきましたやろか」

　着物の前をはだけて診せているのは、奈緒利屋の若旦那、誠太郎だ。あれから一度はうなだれて大坂に帰ったものの、しょうこりもなくすぐにまたやって来て、伊純の治療を求めている。

「何度も言いますけど、これくらいのことは大坂の医者なら誰でもできます。軟膏やったら処方を書きますよって、お店で富士吉はんや英吉はんに作ってもろたらよろしおすんやで」

「こないな場所、伊純先生以外に見せたないですわ」

　誠太郎はふふ、と笑った。

「でも、大坂から通うてもらうんは気の毒やし」

「ええんどす。こっちで家、見つけよ思うてるんです。安次郎はんは何度来ても構わへん言うてくれるんですけどな」

「そないなことまでして、通うてもらわなあかん病気やあらしまへんで」

　伊純が真面目に少し強めに言うと、誠太郎は笑みを浮かべたままだ。

「いややなあ、先生のお側がええんですやん。いつまでもすず女はんに世話してもらうんも気の毒ですしな。ここらで手頃な長屋でも探そと思てますのや」

「若旦那さんが長屋に！　そらまた……。一軒家にしか住まはったことあらしまへんやろ？　長屋住まいは難しいのと違いますやろか」

「そうでっしゃろか……。通いの女中でも置いたら、わてでも充分一人暮らしでけると思うてますのやけどなあ」

「もし、治療のためだけやったら、わたしは反対どす」

　伊純が言うと、誠太郎は他に誰もいないのに、声を潜めた。

「実は、すず女はんに誰ぞおらんかなと思うてますねん。あの娘ももうええ歳だす。本人さんはなんでかずっと白歯を通す、言うてはるんやけど、わて、なんや気にかかってしょうがおまへんのですわ」

「そうどすか……すず女はんの……」

「それが先生、聞いとくれやす。わて、いっぺん何で元服せえへんのか聞きましたんや。ほなら、なんや心に固い決意があるみたいでしてな、理由は絶対言わはらへんのですけどなあ。で、父親の安次郎だけやのうて、うちのお父はんとお母はんは知ってるから放っておいてくれ、とこうですわ。わて、大坂へ帰って、親に尋ねたんですけど、親ははぐらかすばっかりで何にも言わしまへんのですわ」

　誠太郎は大げさにため息をついた。

　誠太郎は何も知らない。伊純は奈緒利屋の主人夫婦が息子にも言わないでいることに敬意を覚えた。

「な、気にかかりまっしゃろ？　せやから、わてがどこぞにええ婿さんおらんもんかと探してやろうと思うてますねん。もちろん、うちの手代の中からでもええのですけどなあ」

「いっそ、若旦那のお嫁さんにしはったらどうですのん」

「……わて、もうちょっと色気のある方がよろしおすわ。それより伊純先生、また御飯食べに行きまひょな」

　誠太郎は伊純の手を握った。







「みっちゃん、どない？」

　伊純は輝十郎とともに森島屋を訪れ、充彦を励ましに工房の障子を開けた。

「うん」

　充彦は集中しきった様子で短くしか返事しない。

　しばらく黙ってふたりで手元を見ていたが、突然、輝十郎が「ううむ」と唸った。

　さすがに充彦も驚いたのか、手を止めて顔を上げた。

「輝十郎はん、どうしはったん？」

「いや、これは……裂きれ自体に気迫がこもっておる。絵のことはよく分からぬが、配置に隙がないのに、柔らかい空気が流れておる……気がする」

　充彦が目を丸くして輝十郎を見つめた。今まで、どんな軸や絵を見せても輝十郎がこのような反応をしたことがないからだ。

　伊純が袖を引いて注意した。

「まだ刺している最中やで？」

「うむ、だいたいの配置が見えるのだ。いや、もちろん、頭の中に浮かぶだけなのだがな。おそらく、ここに人がもうひとりいるのであろう。さすれば、この間にはなにか流れが起きる……」

　輝十郎は指さした。

「そうどす！　それでええんどす。嬉しいなあ……輝十郎はんには見えてはるんどすなぁ。おおきに。おれはそう見てもらえて自信がつきました」

　充彦はその場で手を付いて頭を下げた。

「へえ……。みっちゃん、楽しみにしてるから、きばってな」

　目頭を拭っている充彦の肩を伊純が優しく撫でた。

「みっちゃん、すごいなあ。輝十郎はんも見る目ぇ持ってはるんやなあ」

　ふたりは並んで町を歩いていた。

「見る目なぞない。絵など全くわからぬからな。……あれは充彦の剣なのだろうな。気が満ちておった」

　輝十郎は腰の大小をかちゃりと音を立ててみせた。

「ふぅん。そういうの、感じるもんなんやなぁ」

「伊純も治療中には違う気をまとっておるぞ。それと……」

　言いかけて、輝十郎は目だけで笑った。

「なんどす？」

「あの時もまた違う気を発しておる」

　伊純が輝十郎をきゅっと睨んだ。







　いつもの茶屋でくつろいで、睦み合った。

　伊純は輝十郎の広い大きな胸に頬を寄せ、心の臓が脈打つのを聞いた。たとえようもなく力強い、生きる者の音だ。

「どうした？」

　輝十郎は、自分の上で身じろぎもしない伊純の首筋を撫でた。

「…………こんなに近くにいるのに、ものすごう恋しい……」

　伊純はきつく抱きついた。

「離さんといて。絶対に離さんといて……ずっとこのままいたいんや……きいちゃん」

　胸の上があたたかく濡れるのを感じて、輝十郎が伊純の頬に触れると、彼は涙を流していた。呟くように、しかししっかりと伊純の耳に口を付けて輝十郎が言った。

「大丈夫だ、なにも心配するな。俺は伊純を離さん。絶対に、何があってもだ」

　いやいやをするように首を振り、柔らかくなっている輝十郎自身に伊純は自分のそこを擦りつけた。

「……いつかはきいちゃんも嫁を娶らなあかんようになる。きいちゃんが他の人とこうやるんは、嫌や……嫌や……」

「伊純……。俺は嫁など娶らん」

「ううん、娶らなあかん。それは分かってるんや。ちゃんと分かってる。でも、それを考えたら、時々ものすごう悋気を起こしてしまうんや。堪忍な……。こんなん女々しいな」

「構わぬ。俺にはうんと甘えろ。俺だけに甘えろ。俺は伊純がどれだけ男らしいか知っておる。少しも女々しいとは思っておらぬ」

　輝十郎はいつもより優しく伊純に口づけし、いつもより激しく伊純の中を掻き回した。

　強い律動に身体を任せながら、伊純は、もし奈緒利屋のすず女が輝十郎に輿入れしたら、輝十郎はすず女には手を触れず、ずっと自分のもとに通ってくるだろうと思った。

「俺の出した条件のおなごなど、おらん。安心しろ」

「……それが、おるんやわ」

　ぎょっとした顔をしている輝十郎を、伊純が上目遣いで見た。

「いてはるんや。二十歳越えて白歯の娘はんが。気だてもええし……石女やし」

「まさか」

「……うちのお母はんが、きいちゃんにどうやろ、って言うてはる」

「伊純はその女を知っているのか」

　うん、と頷いて、伊純はぞくりとした。

　自分は何を言っているのだろう。何を考えているのだろう。

　自分の考えに伊純は恐ろしくなった。ぼろぼろと涙がこぼれた。

「……ごめん、堪忍。わたしは怖いこと考えてしもた。汚い心や。あの娘なら……あのお人やったら、輿入れしてもきいちゃんはきっとわたしのところに来てくれる、わたしはきいちゃんから離れんでもええ……いま、そう思てしもた。あのお人はほんまにええおなごはんやのに、わたしはなんて嫌な心根してるんやろ。ごめん、あかん。こんなんあかん。こんな汚い、黒い心、どうにかしてしまいたい……！」

　取り乱して輝十郎の刀に手を伸ばした伊純を輝十郎は抱きしめた。

「いすみ……伊純！　案ずるな」

「こんな汚れた心、きいちゃんに見せたない。男らしゅうないわ。自分がいやや……」

「俺はどんな伊純でも構わぬ。どんな伊純も俺のものだ」

　輝十郎は腕に力をこめた。
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　西町奉行所与力、有岡輝十郎の下に付いている町廻り同心、谷川の様子がここのところおかしい。何かにつけ上の空で、掏摸すりを一人捕り逃す有様だった。

　それだけでなく、町を廻る間も、地蔵を見かければ手を合わせ、神社で手を合わせ……と妙な行動を取っている。

　さすがの輝十郎も首を傾げた。そういえば、妻が懐妊中だとは聞いていた。もうそろそろ産み月の頃だろうか。

「谷川どの、お子が産まれるころでしたかの？」

「ええ、そうなんですが……」

　輝十郎より少し年上の谷川は、嫁をもらうのが遅く、初めての子どもだ。

「どうかされましたか」

「はあ……妻さいの悪阻つわりも酷かったのですが、そのせいか、逆子らしいのです。お産婆さんに色々やっていただいてはおりまして、その度に腹は元気良く蹴飛ばすらしいのですが、くるりとは動きませぬ」

　谷川はふうっとため息をついて、腕をぐるぐる回し、膝を曲げ伸ばしして片足を蹴り上げたりしている。

「た、谷川どの？　何をやっておられるのですか」

　急に訳の分からない踊りを踊られているようで、輝十郎は一歩下がった。

「これはお産婆さんに教わった動きなのでございます。これをやると、やや子が回るとか」

　真剣な表情の谷川に、輝十郎は笑うわけにもいかず、やんわりと言った。

「……それは父親がやって効くものなのですかのう？」

「は、いや、まあ、何でもやらぬよりましかと」

「谷川どの、俺はおなごの身体はよう分かりませぬが、一度、産婆でなく医者の話も聞いたらどうだろう。少なくとも、その踊りよりは実があると思うのだが」

「踊りに見えますか」

　うん、と下っ引きの小者にまでうなずかれ、谷川は幾分顔を赤らめた。







　宝生庵の奥座敷では、かな江に呼ばれた奈緒利屋の安次郎とすず女がかしこまって座っていた。

「……ありがたいお話どす」

　安次郎は袂を目に当てている。

「すず女さん、お嫌かしら？　輝十郎の母親、わたくしの姉は、あなたを気に入っておりますの。まだあなたの事情は申し上げていないのですが、姉は理解のある人です。何があっても動じませんわ」

　かな江が優しく問うた。すず女はぐっと唇を咬んでいた。

　しばらく、沈黙が流れた。

　すず女が、がばっと伏して、畳に頭をすりつけた。

「お内儀さま、うちのようなおなごに、もったいないお話、本当にありがとうさんでございます。お内儀さまは、うちの身体のことをご存じやのに、こんなに親身に考えていただいて、うちは心からありがたいと思うております」

　すず女は顔を上げて、かな江を見た。

「でも、うちは誰とも添う気ぃはおへんのどす」

　そこで、すず女は安次郎に先に帰るように頼んだ。安次郎が何度も礼をして出ていくと、再びかな江に話し始めた。

「お内儀さま、お内儀さまのお心、うち、本当に嬉しおす。こないに考えていただけて、幸せ者どす」

　すず女の目に涙が溢れた。

「でも、でも、ほんまにあかんのどす。うち、男はん、怖いんどす。お父はんや丁稚どんにはなんとか耐えるようにしてるんどすけど、ふとした時にものすごう怖い時があるんどす。お店どすさかい、お客さんかて来はりますから、なるべく見せないように、いつも笑ってるようにしてるんどす。そやけど……そやけど……」

「すず女さん……」

「あかんのどす………」すず女は泣き声の間に繰り返し、繰り返し言った。

　治療場へ誰かが来た物音に、障子の向こうでそっと影が動いた。かな江は気づいていたが、すず女を抱きしめて、一緒に泣いていた。







　治療場には神妙な顔の谷川と輝十郎が座っていた。

　嘉純が先に相手をしていたが、暗い顔をして入ってきた伊純に「これはお前向きの話だ」と振った。

「……逆子でございますか」

「はあ。お産婆さんにも手を尽くしていただいているのですが、回らないようです」

　そう言いながら、谷川はまた手をぐるぐると回した。

　吹き出すのを堪えている輝十郎を伊純は横目で睨んだ。

「それは、なんどすやろ？」

「お産婆さんに習ったのです。有岡どのは変な踊りだと申されるのですが、妻とともにやっておりまする」

「ええと……それでやや子がひっくり返るんどすか？」

「そう教わりました」

　大真面目の谷川に、輝十郎ばかりか、父の嘉純まで肩を震わせている。

　伊純はとにかくそれを止めさせ、一度診せてほしいと頼んだ。

「あの……宝生先生がご覧になるのですか？」

「はい。父の方がよろしおすか？」

「いえ……あの……」

　谷川は口ごもった。伊純は合点がいき、安心させるようににっこりと笑った。

「わたしも父もおなごの股を見たところで何もしませぬし、何も思いませぬ」

「はあ……妻が何と思いまするか……」

「お産婆さんと一緒に診ましょう。ならば安心されるでしょう。とにかく、お子が無事に産まれるようにしなければなりませぬ」

「左様、左様」と、勝手に輝十郎が合いの手を入れた。

　伊純が用意をして、谷川の家に出かけようとすると、ちょうどすず女が帰るところだった。

　腫れた赤い目のすず女に、伊純は悪戯っぽく微笑んだ。

「母になにか意地悪いけずされたんどすか？」

「まあっ！　伊純さん、聞き捨てなりませんわね」

　かな江と伊純が言い合うのに、すず女は困った顔をした。

「このふたりはこうやって遊んでおるのだ。気にせずともよいぞ」

  輝十郎がすず女に声をかけた。背の小さなすず女にとって上から降るように聞こえた。

　輝十郎を見上げて動けないすず女に、伊純が何気ない風を装って明るく言った。

「すず女はん、母に弟子入りされたら、このような大男でも倒せますよ」

「えっ……？」

「おお、そうじゃ。叔母上は強いぞ。俺でもかなわぬ」

　澄ました顔で輝十郎が倒れる真似をした。どうやら輝十郎はすず女をまだ手習い所に通うくらいの子どもだと思っているらしい。

「あなた方、いいかげんになさいませ。……でも、そうね、すず女さん、わたくしと小太刀のお稽古いたしませんこと？」

「ぜひそういたせ。きっと役に立つぞ。そなたは掌に入りそうだのう。小さいうちから小太刀に親しめば、叔母上のように凛々しくなるだろうの」

　怯えた表情のすず女に、輝十郎は掌を上に向けて、すず女を乗せる仕草をして笑った。

　伊純は女を構う輝十郎を初めて見た。しかし、なぜか嫌な気はせず、面白いと思った。




■■■




「お医者さまとは言え、殿方にお見せするのは嫌でございます」

　町廻り同心、谷川の妻お陽は、夫の連れてきた宝生伊純に抵抗した。

「奥様、申し訳ございません。うちの手ぇには負えんのどす……」

　産婆のお牧が情けなさそうに口を添えた。まだ若い、駆け出しの産婆だ。

　伊純はちょっと考えて、言った。

「では、足の先だけ触らせていただけますか。お牧はんは、お腹に手を当てて、やや子の状態を診といておくれやす」

　足の先だけならと、お陽もおずおずと足袋を脱いだ。

「これが効くのは小さいうちどすからなあ……こないに産み月まで大きゅうなってはったら、ちょっと難しいかもしれまへんけど、至陰にお灸をやってみまひょか」

　伊純が足指の爪を一本ずつ丁寧に少しずつ押さえて刺激した。次いで艾もぐさを米粒ほどに小さく丸めて、小指の爪角に置き、線香で火をつけて、一瞬にして吹き払った。熱いと思う間もない、本当に瞬間の出来事だった。

「うまいこといったら半刻もすれば、動かはりますわ」

　にっこりと言う伊純に何が起こったか分からず、谷川夫婦と産婆のお牧は呆気にとられた。

　半刻どころか、お陽の腹に手を置いていたお牧が、はっと伊純を見た。

「う、動いてはります……！」

「あら、本当。あらあらあら、蹴飛ばしてるわ。…………あっ……」

　お陽はちょっと顔をしかめて、息を詰めている。

　谷川が伊純と妻を見比べた。お陽は嬉しそうに言った。

「あ……ああ、回ってきた……旦那様、やや子が回ろうとしておりますわ！」

「ほお……すごいものだのう」

　部屋の隅から声がして、その場の全員が振り向くと、輝十郎が座って感心していた。

「有岡さま！」「輝十郎はん！」谷川と伊純が同時に非難の声を上げた。お陽は恥ずかしげに顔を覆い、お牧がお陽を庇うように隠した。

「おなごどのの部屋に、それも腹の大きなおなごどのの部屋に入るとは何事ですか」

　さすがに伊純が咎めると、輝十郎は平然とのたまった。

「出ていきそびれたのじゃ。逆子などという大変な事態に挑んでおられるお陽どのが心配での」

　いかにもな理由で谷川を感激させているが、実のところは伊純が治療をしている姿を見ていたかっただけだ。実際、真剣な伊純に始終見とれていたのだった。

「早う出て下さいませ。すぐに終わりますから、外でお待ち下され」

　伊純に追い払われ、輝十郎はのっそりと立ち上がった。

「宝生先生に任せておけば安心じゃ。必ず、よいお子が産まれますぞ」

　輝十郎は言い置いて谷川と一緒に外へ出た。

　気を許したお陽が伊純に身体を診せた。

　脚の間にもぐりこんで伊純は診察しながらお陽とお牧に注意した。

「かなり浮腫が出てはりますなあ……。水を取る薬を処方しておきましょう。それと、いま、やや子が動かはったからと言うて安心はできまへん。もっと小さい間やったらともかく、もう大きゅうなってはるさかいなあ……完全に回りきるのは無理かもしれまへん。とにかく、産まれそうになったら、お牧はん、わたしを呼んでおくれやす。一緒に頑張りまひょな」







　このところ、外出の度に伊純は森島屋の充彦の工房をひやかしに行く。

　先日までの勢いはどうしたのか、今日の充彦は思い詰めた顔で裂きれに向かっていた。

「みっちゃん、団子食べへん？　そこで買うてきたんやけど。ちょっと息抜きせえへんと気鬱の病になってまうで」

　伊純ができるだけ明るい調子で団子の包みを開けて、差し出した。

「うん……これな、前のんと対ついで作ってるんやけど、もうひとつしっくり来ぃひんのやわ。なんかが足りんのや……」

　充彦はそれでもしっかり団子をつまみ、もぐもぐと口を動かしている。

「あ、これ、おいし。もう一個ええ？」

「なんぼでも食べ。……ふーん、ええ色やし、人の配置の具合もええように思うけど、みっちゃんの頭の中にはもっと違うもんが見えてるんやろなあ……。いつものみっちゃんの絵は上品な感じやけど、これは力強い感じがする。なんて言うんやろ、雄々しい……かなぁ」

　伊純の感想に、充彦はもう何かを考えているのか、団子を持ったまま裂を見ていた。

　森島屋から出て、通りを歩いていると、伊純は後ろから呼ばれた。

「伊純先生ー！」

　この声は、と振り向くと、案の定、奈緒利屋の若旦那、誠太郎だった。駆け寄ってきてぺったりと横に付く。

「どこ行かはるんですかぁ」

「今から帰ります」

「ふふ、わても帰るとこです。一緒に行きまひょ。今、髪結床へ行ってきたんですわ」

　ぺらぺらとよく喋る誠太郎は、もう身体がほとんど問題なくなっているのに、奈緒利屋と宝生庵のちょうど間に空き家を見つけて借りている。大坂と京を行ったり来たりしているようだが、なにかにつけ宝生庵を訪れてくる。

「大坂からええ荷物が届きましたんや。ご注文の薬草、丁稚に届けさせますさかい、待っといとくれやす」

　奈緒利屋はいつも質の良い薬草を置いているので、伊純もその点においては信頼して仕入れ取引をしている。

「助かります。そろそろ秋の実が採れる頃どすなあ。また煎じ薬を作り置きせななりません」

「手が足りんかったら、うちの店からなんぼでも人をよこしますよって、遠慮のう言うてくださりませ」

「またお願いするかもしれまへん、その時はよろしゅうに」

　当たり障りのない返事をする伊純に、誠太郎は懲りもせず擦り寄って、にたりと笑った。

「近い内に、美味しいもん食べに行きまひょな」







　この日、朝から輝十郎は奉行所での仕事を抜け出して、同心の谷川と下っ引きの吾助とともに町廻りに出かけていた。

「お陽どのの具合はどうじゃ」

「はあ、もうそろそろだと思うのですが、一向に兆しが見られませぬ。宝生先生にいただいた薬で浮腫むくみも取れて元気に過ごしております。今朝も早うから良い子が産まれるようにと厠掃除をいたしておりました」

「厠を掃除するといいのか？」

「昔からそう言いまする」

「ほお……」

　輝十郎は学問は良くできるのだが、妙なところで世事に疎いところがある。

　谷川はそれでも町中に出て町人たちと接する輝十郎を好ましく思っていた。同じ町廻り与力でも、奉行所からほとんど出ず、それで罪人を否応なくしょっ引く者が多いのだが、そういう与力たちに比べて、温情ある公平な物の見方が出来ると思うからだ。今はまだ若いが、あと数年もすれば輝十郎は人々から信頼される良い与力になると感じていた。

　谷川の家の近くを通りかかったので、様子を見に行こうと輝十郎が誘った。谷川の両親は既に亡く、お陽も母が早世し、父親は兄夫婦と暮らしていた。

「誰か手伝いは来てくれているのか」

「はあ、お陽の実家から女中のおくまが通いで来ております。今日はあちらのご用事で休んでおりますが、産まれたらしばらくは泊まり込むように話しておりまする」

「ならば安心だの」

　のんきな話をしながら谷川の家に行くと、呼んでも誰も出て来なかった。

「厠かもしれませんなあ」と笑って、谷川が家の中を「お陽、お陽」と回ると、廊下の奥で物音がした。

「お陽っ！」

　調子の違う谷川の声に、履き物を蹴散らして輝十郎と吾助が中へ入ると、縁側の隅で谷川がお陽を揺すっていた。

　ぜいぜいと肩で息をしているお陽を三人がかりで座敷へ運ぶと、吾助が言った。

「わし、産婆を呼んできますさかい、有岡さまは湯を沸かしてください！」

「おう！」と返事をして輝十郎は台所に行きかけたものの、玄関で走り出そうとした吾助を止め、尻端折りをしながら「俺が行く」と言った。

「有岡さま？」

「俺は台所のことがわからん。湯の沸かし方を知らんのだ」

　そう言うと、もう駆けだした。

　まず、産婆のお牧の長屋へ行くと、お牧は留守だった。

「有岡さま、どないしはったんどす」

　通りかかった町年寄りの妻が声をかけた。

「お牧どのは？」

「ああ、どこぞのお産がある言うて、さっき呼ばれて行かはりましたえ」

「こっちも産まれそうなのがいるのじゃ。すまんが、お牧どのを見つけて谷川どのの家までと伝えてくれぬか」

「あらま、大変！　うちも手伝いに行きますわ」

「頼んだぞ！」

　言うが早いか輝十郎は走って、今度は宝生庵へ飛び込んだ。

「伊純！　伊純！　大変だ！」

　待合い部屋にいる患者が何事かと見ている。

「はい？　なんどす」

　出てきた伊純に息を切らせて事情を言うと、伊純は手早く用意をしつつ尋ねた。

「お陽さまは気ぃはついてはりますか？」

「半分朦朧としておった。こちらの言うことは分かるようだ」

「破水……下しもが濡れてはおりませんどした？」

「さあ？　倒れておったところに桶が転がっておったのでの」

「分かりました。行きましょう」

　お産道具を抱えた伊純が、輝十郎より先に走った。

　途中、向こうからお使い帰りらしい奈緒利屋の丁稚、民蔵がやって来た。伊純はすれ違いざまに早口で言った。

「民蔵ちゃん、安次郎はんに十全大補湯じゅうぜんだいほとうと四物湯しもつとう作ってもらって、同心の谷川さまのお宅に届けておくれやす！」

「あいー！」

　民蔵は伊純の後ろ姿に大声で返事した。







　伊純が到着すると、近所の女中たちが手伝いに来ていた。皆、一様に伊純に非難の声を上げた。

「産婆さんは？　お医者はんとは言うても、男はんに取り上げてもらうんどすか！　それやったら、うちらがやります。うちらみんな子持ちどす」

「うちは三人産みましたえ」

「うちも五人も産んだんどす」

　口々に言う女たちに伊純がぴしゃりと返した。

「逆子なんどす」

　途端に女たちが黙った。

「五人のお母はん、お名前は？」

「ちよ、どす」

「おちよはん、助手を頼みます。産婆さんが来はるまでどすさかい、よろしゅうに」

　そう言うと伊純はお陽の身体を診察しはじめた。

「よかった。まだ破水はしてはらへん……でも、もうすぐどすな」

　指を拭って伊純はほっとしたが、お陽の息が乱れているのに、脈を取り、眉をひそめた。

　険しい顔の伊純に、おちよも事情を察した。

「やや子の元気がないんどすな……」

「早めに出さんとあかんかもしれまへん。痛みの波がもっとあってもええんどすけど、それも弱い」

「うちもさっきから思てましたんや。もっと痛いのが頻繁にきてもええはずどすな？」

「さすが五人のお母はんどすな。ちょっと薬でがんばってもらいまひょか」

　伊純は持ってきていた艾葉がいようの煎じ薬を少量白湯に溶かせて飲ませた。艾よもぎには陣痛促進の作用がある。

「苦いでっしゃろ、すみまへんなあ」

　弱々しく首を振るお陽は、ぐったりと横になった。

　しばらくおちよが浮腫むくみのある脚をさすってやり、その間に、伊純が呼吸の仕方を教えた。

　いきなり、お陽がびくりと跳ねた。

「いた……い……っ……」

　来た、と伊純とおちよが顔を見合わせた。

　通常の陣痛とは波の様子が違う、それは外にも伝わっているようで、襖の向こうで谷川と輝十郎が息を詰めていた。

　そこへ「遅うなりました！」と産婆のお牧が駆け込んできた。既に十徳を着ており、そのまま枕元に来た。

　状況を説明され、お牧も困惑の表情を浮かべた。

「昨日、診に来させてもろたときは少しも兆しがありまへんどした」

　今までに少しずつ痛みの大小を経るのが普通だが、お陽の陣痛は突然に来て、同時に破水した。

「いきんで！」

　呼吸を整えさせ、合間にいきませる。伊純は脚の間に身体を入れて、声をかけながら内部を探った。

　やはり頭からではなく、赤子の足が触れた。

「どこかでつっかえてるか……。腕が折れてないとええんやけど」

　長崎で習ったことを思い出しながら、赤子の足を指で挟み、少しずつ回転させた。

　お陽の息に合わせていきみの指示を出していたお牧は、出てきた赤子の足の色を一目見るなり、伊純に言った。

「あかんっ……！　先生、お腹、押しますえ」

「よしっ！」

　二人は調子を合わせ、お牧が腹を押し、伊純が赤子を引っ張った。

「ちょっと待ってや……」

　伊純が赤子の胴を探り、へその緒の状態を確かめた。首や腕に巻き付いていれば、それがまた問題となるからだ。

　赤子の片腕ずつを伊純の指で引っかけて、そっと外に出そうとした。

「お牧はん、押してっ！　……そう…そう……お陽さま、いきんでください！」

　お陽は悲鳴のような叫び声をあげ続けている。

　伊純は力強く、しかし落ち着いた声でどんどん指示を与えていく。

「よし、腕は両方出ましたで。あとは頭や……。お陽さま、もうひとがんばりどす」

　伊純はへその緒をたぐり、赤子を回転させて首に巻き付いているものを外した。

「最後や！　いきんでっ！」

　赤子に手を添えて、伊純がぐいっと引いた。

　出てきた赤子は、紫色になっていた。

　直ちに伊純は赤子の口の中と鼻を拭って汚物を取り除き、息を吹き込んだ。

　横でお牧がへその緒を始末して、囁いた。

「女の子どすえ」

　お陽はぜいぜいと息を弾ませ、おちよが汗を拭いてやった。

　一同が固唾を呑んでいる中で、伊純は何度も息を吹き込み、赤子の尻をぱしんと叩いた。

「息してくれ……！」

　ひくっと身体を震わせ、「ひひひひひっ」と、かすかな音をさせて、赤子が息を吸い込み、肌色に紫から赤みが差してきた。

　ついで、「ふにゃああああ」と子猫のような声で泣き始めた。

　襖の向こうで歓声が上がった。

　赤子の湯をお牧とおちよに任せ、伊純はお陽にほほえみかけた。

「さあ、もうひとがんばりでございます」

　彼は後産を促した。







「おお、おお、なんと可愛い……」

　谷川がぼろぼろと涙をこぼして、だが満面の笑みで、赤子をそっと抱いた。

　まわりで女たちも笑顔で「かいらしこと」と言い合っている。

「赤子というだけあって、本当に赤いのだのう……くしゃくしゃだぞ？」

　皆の上から輝十郎が覗き込んでぼそりと言い、女たちに叱られていた。

　隣の部屋のそれが聞こえ、ふっとお陽の頬が緩んだ途端に、後産がするりと出た。

　悪露の始末はお牧がすると言ったので、伊純は赤子を見にいった。

「先生！　お疲れさまでございます」

　谷川でもなく、輝十郎でもなく、先に声をかけたのは、奈緒利屋の誠太郎だった。

「あれ？　なんで？」という伊純の前に、ぬっと突き出されたのは盆に山盛りの小豆の饅頭と餅だ。

「子が産まれたら、小豆や言いますやろ。ささ、おひとつ」

　たしかに、出産後に小豆を食べると乳の出が良くなると、食べる風習があるように思ったが、饅頭だったかどうかは伊純には分からなかった。

「薬を届けに来た民蔵が、様子を知らせたそうじゃ」

　輝十郎も何故この男が居座っているのか理解しづらそうだ。

「伊純先生が頑張ったはるのを応援に来ましたんや。やっぱり伊純先生はええ腕してはる、名医ですなあ」

　などと言って、誠太郎は機嫌良く饅頭を女たちにも振るまい、谷川が抱いている赤子に笑いかけた。

「目ぇがぱっちりして、色白のべっぴんさんにならはりますで」

「そうですか！」

　谷川が相好をくずしているのに、輝十郎が小声で伊純に言う。

「いい加減なことを。赤くてくしゃくしゃではないか」

「あのままではありまへん。今から肌もきれいな色にならはりますし、目も開くともっと可愛らしゅうなります」

「そんなものかのう……。あんな小さなのは見たことがないのでわからん」

　きょうだいのいない輝十郎は不思議そうに赤子を見て、伊純に顔を近づけて「ご苦労だった」と囁いた。




■■■




「えいやあ！　えい！　えい！」

　威勢のよい気合いが宝生庵の庭で響いている。少し前から奈緒利屋のすず女が、かな江に小太刀の型を習いに来ているのだ。

　袴姿に襷掛けの凛々しいかな江とすず女に、治療に来た病人たちも「あのお姿を見るだけで元気になりますなあ」とうなずき合った。

　伊純が往診の途中に森島屋へ寄った。

　今から谷川の家に赤子を診に行くと言うと、充彦が写し絵をしたいと付いてきた。

　伊純がお陽を診察している間、充彦はさらさらと筆を動かしている。

「名前は決まらはったんですか？」

「旦那さまったら、まだ迷っておりますのよ。やや子やや子とばかり呼んでいると、この子、自分の名前がやや子と思うのではないかしら」

　微笑むお陽は、まだ頬のあたりにいきんだ時の内出血斑が点々と残っている。

　充彦が一枚、描き上がった絵を見せると、お陽は目を潤ませた。

「このように可愛らしいものなのですね……！　ありがとうございます」

　そこへ、町廻りをさぼった谷川と輝十郎が入ってきた。

「宝生先生が宅へ来られるのを見かけたと吾助が申しましたので、飛んで来ました」

「それはどうも。お陽さまもやや子ちゃんも順調でございますよ」

　伊純はくすくすと笑っているので、輝十郎が充彦に聞いた。

「やや子ちゃん？」

「まだ名前がないんですて」

　呆れている輝十郎をよそに、谷川は充彦の絵に酔ったように頬を赤らめている。

「良い絵だ……」

「差し上げますよ。あと何枚か描かせていただいてもよろしゅうございますか」

「もちろんでございます」

　谷川夫婦は絵を見つめ、赤子を愛おしげに見つめた。

「なるほど、くしゃくしゃから人らしい顔になったの」

　これでも輝十郎にとっては誉め言葉だ。

　分かったのか、赤子が小さな口を精一杯開けてあくびをした。







　数日後、「見せたいものがある」と、充彦が伊純と輝十郎を森島屋へ呼んだ。

　秋風が冬の冷たさをはらむようになっているのに、広々とした奥座敷は庭に面した障子が全て開け放たれていた。

「わあ、なんやのん。寒ないか？」

　伊純が首を竦めているのに、輝十郎は平然と座っている。

　庭に向かった桟に充彦が掛け軸を一幅掛けた。

「うわっ……！」

　伊純も輝十郎も軸が立ちのぼらせる気迫に圧倒された。

　若武者が二人。一人が急流の岩の上に立ち、もう一人は水の流れに逆らうように立っている。

「…………これは……気が強すぎる。美しい色で、風格も充分だが……見ている者が負けそうだ。俺でもこれの前に立つのは気が引ける」

　輝十郎が見たままの感想を言った。

　充彦は黙って、もう一幅、軸を掛け替えた。

「…………」

　伊純も輝十郎も困惑した。

　同じく、若武者が今度は大滝の下で挑もうとしているのか、それを見上げている。ただそれだけなのに、この軸も強い何かを発しており、静かなのに突き飛ばされそうな勢いがある。

「みっちゃん……これもすごい……。何でやろ……強う強う感じるわ」

　充彦は今度は先ほどのを横に、二幅並べて掛けた。

「どやろ？」

　ふたりは言葉を失った。

　二幅並べられた軸からは、先ほどの強い気ではなく、間から柔らかな空気が流れ、穏やかな強さの中にまばゆい光が差すような神々しささえ溢れた。

「これな、二幅で対なんや。一幅だけやったら強すぎるんやけど、並べたらこないになるんやわ」

　充彦が座って説明した。

「はあ……すごい……！」

　伊純がやっと息をついた。輝十郎もふうっと息をはいて言った。

「これは……竹屋町だったのだな。今、気が付いた」

「えっ！　あ、ほんまや。こんなに庭が透けてるのに……何で気ぃつかへんかったんやろ。竹屋町にしては珍しい絵やからやろか」

　この絵柄は紗地に縫だけであらわされていたのだった。

　隠った気が強すぎて、それさえも目に入らなかった。だが、二幅並べた途端に、状況は一変してうつくしさの重なりがふわりと広がるのだった。

　充彦がそっと出ていったのにも気が付かず、伊純と輝十郎はしばし何も言わず、軸を眺めた。

　庭の一角に早咲きのやぶ椿が小さな花をつけており、それの色も透けて彩りを添えていた。

　力強さがどんどん変化し、清々しさが伝わり、そしてまた目眩がするような官能の火が身体の内に灯るようだった。

　惚けたように見とれているふたりに、充彦が言った。

「あのな……おれ、これな、きいちゃん……輝十郎はんといーちゃんやと思うんや」

　口を開かない二人に充彦が続けた。

「一人ずつの力は本当に強くて、何をするにも人一倍できる……でも、二人揃うたら、こんなに違う、もっと高いところへ届く力が作り出されるんや。おれにはふたりがそう見えるんや」

「みっちゃん……」

「せやから、ふたり、離れたらあかんで」

　真面目に語った充彦は最後に悪戯小僧のように笑った。







　森島屋を出たふたりは、どちらともなく身体を寄せ、まだ陽が高いのに待合茶屋の門をくぐった。

　先ほど見た軸が脳裏にこびりついている。あのとき灯った火が伊純と輝十郎の身体の内で消えることがなかった。

　布団に横たわることもなく、ただ静かにふたりで寄り添っていた。

　お互いどこにも触れていないのに、何度も気を遠くへやってしまうような感覚に、とろけるような身体と心が一つになって混じり合った。

　ほんの少し、障子を開けると目の前にやぶ椿の生け垣が続いていた。

　場所柄、外からの目隠しのためか手入れされていないそれは、つやのある濃い葉の木々が勝手に小ぶりの真っ赤な花をつらつらと咲かせていた。

「先ほど、充彦の庭でも咲いていたな」

「やぶ椿やわ」

「何年も咲くのだろうな」

「そうやな……椿は長生きの木やな」

「では、いついつまでも伊純と一緒に見ていこうかの……」

  ぱたりと障子が閉められ、ふたつの影が重なった。
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